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◉
論
考

大
潮
が
初
学
し
た
唐
話
の
師
は
國
思
靖
で
、
同
門
の
俊
秀
に
岡
嶋
冠
山
・
雨
森

芳
洲
・
慧
通
あ
る
い
は
天
産
霊
苗
ら
の
僧
侶
が
い
た
。
冠
山
は
唐
通
事
と
し
て
通

訳
の
経
験
が
あ
り
、
同
じ
く
二
人
は
荻
生
徂
徠
の
「
訳
社
」
の
講
師
を
つ
と
め
た
。

こ
れ
を
〈
崎
陽
の
学
〉
と
さ
げ
す
む
者
も
い
た
が
、
い
ず
れ
も
〈
唐
話
〉
を
と
お

し
て
古
文
辞
と
い
う
時
代
の
学
問
・
文
芸
思
潮
に
か
か
わ
っ
た
。
大
潮
は
「
﨑
人

華
を
学
び
て
而
し
て
日
に
日
に
華
に
遠
ざ
か
る
」（「
贈
大
生
維
篤
序
」『
西
溟
余

稿
』
文
部
一
）
と
「
今
之
華
（
清
朝
）」
で
は
な
く
「
古
之
華
（
唐
）」
を
学
べ
と

う
な
が
し
て
い
る
。

大
潮
の
行
跡
は
、
売
茶
翁
こ
と
法
兄
月
海
元
昭
と
の
関
係
を
ふ
く
め
て
、
肥

前
・
京
洛
・
江
戸
を
は
じ
め
中
国
・
朝
鮮
と
の
交
流
空
間
を
繋
ぐ
人
々
と
も
交
錯

し
て
い
る
。
か
れ
の
生
涯
を
た
ど
る
こ
と
で
多
様
な
文
苑
の
関
係
性
が
見
え
て
く

る
で
あ
ろ
う
。

大
潮
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
石
崎
又
造
『
近
世
日
本
に
於
け
る
支
那
俗
語
文

学
史
』
を
は
じ
め
、
川
頭
芳
雄
氏
、
高
橋
博
巳
氏
そ
の
他
の
調
査
・
論
考
が
あ
る
。

そ
れ
ら
は
『
松
浦
詩
集
』
三
巻
、『
魯
寮
詩
偈
』
一
巻
、『
魯
寮
文
集
』
二
巻
、『
西

溟
余
稿
』
五
巻
、『
魯
寮
尺
牘
集
』
二
巻
な
ど
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
主
と
し
、
売
茶

翁
と
の
か
か
わ
り
に
も
及
ぶ
。
し
か
し
こ
の
他
、
写
本
で
遺
さ
れ
て
い
る
『
瓊
浦

游
艸
』
一
巻
、『
魯
寮
稿
』
十
七
巻
や
埋
も
れ
て
い
る
未
知
の
書
簡
（
数
紙
の
紹
介

は
あ
る
が
）
な
ど
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

と
り
わ
け
黄
檗
僧
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
の
論
究
は
少
な
い
。
隠
元
渡
来
か

ら
お
よ
そ
八
十
年
が
経
過
し
た
宇
治
の
黄
檗
山
で
、
第
十
三
代
竺
庵
浄
印
の
も
と

で
五
八
歳
の
大
潮
は
享
保
二
十
年
に
監
寺
や
通
訳
を
つ
と
め
て
お
り
、
そ
の
間
に

竺
庵
下
で
の
内
紛
に
か
か
わ
り
、
町
奉
行
の
裁
定
を
仰
ぐ
事
態
に
も
遭
遇
し
た
。

そ
の
僧
籍
に
あ
っ
て
の
行
跡
に
つ
い
て
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
大
潮
に
か
ん
し
て

は
こ
れ
ま
で
基
本
的
な
そ
の
出
自
さ
え
明
瞭
に
さ
れ
て
い
な
い
。

時
代
思
潮
に
か
か
わ
る
多
く
の
課
題
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ま
ず
等
閑
に
さ
れ

て
い
る
大
潮
元
皓
の
出
自
を
明
ら
か
に
し
、
生
涯
の
大
略
を
追
跡
す
る
。

使
用
し
た
資
料
は
次
の
通
り
。
書
名
の
次
に
刊
年
と
刊
行
時
の
年
齢
を
記
す
。

１
，『
松
浦
詩
集
』
大
・
三
巻
三
冊 

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）　　

六
三
歳
。

２
，『
魯
寮
詩
偈
』
大
・
一
冊 

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）　　

六
七
歳
。

３
，『
魯
寮
文
集
』
大
・
二
巻
二
冊 

延
享
二
年
（
一
七
四
五
）　　

六
八
歳
。

４
，『
西
溟
余
稿
』
大
・
文
部
三
冊 

延
享
五
年
（
一
七
四
八
）　　

七
一
歳
。

５
，『 

〃　

〃 

』
大
・
詩
部
二
冊 

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）　　

八
一
歳
。

６
，『
魯
寮
尺
牘
集
』
大
・
二
巻
二
冊 

宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）　

八
四
歳
。

７
，『
瓊
浦
游
艸
』
写
・
大
・
一
冊 

 
 

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）　

三
月
以
降
成
立
。

大
潮
元
皓
の
生
涯�

若
木
　
太
一
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８
，『
魯
寮
稿
』
写
・
大
・
一
七
巻
一
七
冊 

 
 

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）　

四
月
以
降
成
立
。

右
の
う
ち
『
瓊
浦
游
艸
』
は
、
宝
暦
三
年
か
ら
同
四
年
（
一
七
五
三
～
五
四
）
の

大
潮
七
六
歳
～
七
七
歳
の
長
崎
廻
遊
を
記
す
。『
魯
寮
稿
』
は
、
寛
保
三
年
か
ら
明

和
三
年
（
一
七
四
三
～
六
六
）
ま
で
の
六
六
歳
～
八
九
歳
の
詩
文
や
記
事
を
記
す
。

大
潮
は
年
月
日
、
干
支
な
ど
を
記
し
て
お
り
、
あ
た
か
も
日
記
の
よ
う
に
生
涯
に

わ
た
っ
て
記
録
し
て
い
る
。
し
か
も
記
憶
も
確
か
で
、
そ
の
明
晰
さ
は
晩
年
に
い

た
る
ま
で
衰
え
て
い
な
い
。

以
下
、
他
者
の
証
言
と
照
合
し
、
そ
の
真
正
性
を
測
り
な
が
ら
生
涯
の
あ
ら
ま

し
を
記
し
て
お
き
た
い
。

一　
大
潮
の
出
自
―
父
と
母

大
潮
元
皓
は
本
姓
は
浦う

ら

郷ご
う

氏
、
名
は
元
皓
、
字
は
月
枝
、
別
号
は
魯
寮
・
西
溟
・

泉
石
陳
人
な
ど
と
記
す
。

延
宝
六
年
戊
午
（
一
六
七
八
）
正
月
六
日
、
肥
前
国
松
浦
郷
伊
万
里
（
佐
賀
県

伊
万
里
市
伊
万
里
町
）
で
出
生
（『
魯
寮
稿
』
五
そ
の
他
）。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す

る
の
は
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）、
大
潮
七
一
歳
の
誕
生
日
に
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。

 
 
 

新
正
六
日
、
余
が
生
辰
也
。
余
今
春
七
十
一
、
聊い

さ
さか

一
律
を
裁
し
、
用も

つ

て
所

思
を
述
ぶ
。

 

海
国
春
風
吹
故
関　
　

海
国
の
春
風
故
関
を
吹
く

 

上
方
棲
鳥
暮
飛
還　
　

上
方
の
棲
鳥
暮
れ
に
飛
還
す

 

自
憐
華
髪
臨
臺
白　
　

自
か
ら
華
髪
を
憐
れ
み
臺
の
白
き
に
臨
む

 

那
得
雲
衣
映
席
班　
　

那い
か

ん
ぞ
雲
衣
を
得
て
席
班
に
映
ぜ
し
や

 

清
世
頻
逢
初
度
日　
　

清
世
頻た

び

た
び
逢
ふ
初
度
の
日

 

幽
人
偏
愛
萬
重
山　
　

幽
人
偏
へ
に
愛
す
萬
重
の
山

 

蓼
莪
称
罷
遙
回
首　
　

蓼り
く

莪が

を
称
す
る
は
罷
め
て
遙
か
に
首
を
回
ら
す

 

先
墓
超
々
何
処
攀　
　

先
墓
は
超
々
た
り
何
処
に
か
攀の

ぼ

ら
ん

 
 
 
 
 

去
歳
新
正
、
先
茲
見
背
、
是
月
十
日
、
乃
小
祥
之
諱
辰
、
予
以
将
有
公

事
故
、
不
能
即
往
、
而
晨
暮
、
故
有
結
句
。

 

（『
魯
寮
稿
』
五
）
＊
原
漢
文
、
訓
読
は
筆
者
。
以
下
同
）

 
 
 

＊
故
関
―
郷
里
松
浦
。　
　
　

＊
上
方
―
寺
。

 
 
 

＊
華
髪
―
白
髪
。　
　
　
　
　

＊
臨
臺
―
墓
の
前
。

 
 
 

＊
雲
衣
―
雲
の
衣
。　
　
　
　

＊
席
班
―
冥
界
の
席
次
。

 
 
 

＊
清
世
―
太
平
の
世
。

 
 
 

＊
蓼
莪 

―
『
詩
経
』
小
雅
、
蓼
莪
。
親
の
没
後
に
孝
養
を
尽
く
せ
な
か
っ

こ
と
を
悲
し
む
詩
。

 
 
 

＊
幽
人 

―
一
般
に
隠
君
子
を
い
う
が
、
こ
こ
は
亡
父
母
の
こ
と
。
考
父

慈
恭
の
失
を
悔
や
む
意
が
あ
る
。

大
潮
は
こ
の
前
年
七
〇
歳
の
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
一
月
十
日
、
母
（
鏡
月

元
照
禅
尼
、
八
八
歳
）
を
亡
く
し
た
。
生
前
、
母
へ
の
孝
養
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
深
く
悔
や
ん
で
い
る
。
父
は
、
大
潮
が
泉
南
に
滞
在
し
て
い
た
五
二
、
三
歳

の
こ
ろ
に
歿
し
た
ら
し
く
、
父
の
死
に
つ
い
て
は
語
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
理
由
は

未
詳
。
年
月
日
な
ど
を
ま
め
に
記
す
大
潮
の
性
格
に
し
て
は
や
や
不
審
で
あ
り
、

何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
た
か
。
そ
れ
ゆ
え
か
母
へ
の
慕
懐
は
極
め
て
深
い
。

 
 
 

鏡
月
元
照
禅
尼
、
延
享
四
年
丁
卯
正
月
十
日
を
以
て
、（
伊
）
萬
里
郷
に
死

す
。
年
八
十
有
八
矣
。
越
て
十
二
日
、
訃
蓮
池
に
至
る
。
不
肖
僧
男
元
皓
、

西
を
向
き
大
い
に
哭
き
、
位
を
為
り
以
て
祭
る
。
其
の
詞
に
曰
ふ
、



50

 

一
夜
東
風
吹
愛
河　
　

一
夜
東
風
愛
河
に
吹
き

 

春
流
千
尺
忽
揚
波　
　

春
流
千
尺
忽
ち
波
揚
が
る

 
太
虗
寥
廓
清
如
鏡　
　

太
虚
は
寥り

よ
う
か
く廓清
き
こ
と
鏡
の
如
し

 
明
月
団
欒
気
色
多　
　

明
月
は
団
欒
に
し
て
気
色
多
し

 

（『
魯
寮
稿
』
四
（
二
二
ウ
）

 
 
 

＊
愛
河 
―
仏
語
で
愛
欲
。
河
は
人
を
溺
れ
さ
せ
る
こ
と
か
ら
の
比
喩
で

母
子
の
煩
悩
を
い
う
。

 
 
 

＊
太
虗
―
天
空
。　
　
　

＊
寥
廓
―
か
ら
り
と
し
て
広
い
。

 
 
 

＊
団
欒
―
ま
ん
丸
。

さ
ら
に
次
の
詩
が
あ
る
。

 
 

悼
母
氏
并
序

 
 
 

皓
十
六
年
前
、
泉
南
に
在
り
し
時
、
家
君
郷
に
卒
す
。
而
し
て
舁よ

棺か
ん

に
繇よ

る

無
し
。
今
年
丁
卯
（
延
享
四
年
）
正
月
十
日
、
母
氏
に
背
か
る
。
而
し
て
事

に
因
り
地
を
避
れ
、
又
舁
棺
に
繇
る
こ
と
無
し
。
然
る
に
皓
客
歳
至
日
を
以

て
、
堂
下
に
拝
別
す
。
則
ち
死
生
永
訣
を
知
る
は
今
日
よ
り
始
ま
る
。
以
て

今
之
を
観
る
に
則
ち
果
し
て
爾
り
、
旦ま
こ
とな
り
。
母
氏
恒
に
言
へ
り
、
吾
が
児

辞
す
る
の
日
は
即
ち
我
が
死
日
の
み
、
豈
に
必
ず
梓
里
に
奔
喪
せ
ん
哉
。
最

後
に
皓
政
府
に
告
げ
て
郷
に
還
る
。
乃
ち
母
氏
初
め
て
の
忌
の
辰
を
顛み

る

也
。
母
氏
今
年
八
十
有
八
、
嗚
呼
哀
し
き
哉
。
皓
時
に
七
十
、
此
に
作
る
詩

寓
感
な
り
。
其
の
詩
に
曰
く
、

 

青
春
何
鬱
　々
　
　

青
春
何
ぞ
鬱う

つ

々う
つ

 

白
日
転
遅
　々
　
　

白
日
転う

た

た
遅
々
た
り

 

寧
識
趨
庭
處　
　
　

寧す
な
わち

趨す
う

庭て
い

の
處
を
識
り

 

重
称
陟
岵
辞　
　
　

重
ね
て
陟ち

よ
く岵こ

の
辞
を
称
す

 

幽
芳
寒
綵
服　
　
　

幽
芳
は
綵さ

い

服ふ
く

を
寒ひ

や

し

 

逝
水
恋
瑤
池　
　
　

逝
く
水
は
瑤
池
を
恋
ふ

 

既
奉
金
仙
道　
　
　

既
に
金
仙
道
に
奉
じ

 

超
昇
仰
淑
儀　
　
　

超
昇
し
て
淑
儀
を
仰
が
ん

 

（『
魯
寮
稿
』
四
（
二
六
ウ
）

 
 
 

＊
舁よ

棺 

―
棺
を
担
ぐ
こ
と
。

 
 
 

＊
梓
里 

奔
喪
―
異
郷
で
親
の
死
を
聞
き
、
故
郷
に
奔
り
帰
っ
て
喪
に
服

す
る
こ
と
。

 
 
 

＊
綵
服 

―
子
供
の
よ
う
な
五
色
の
衣
服
を
着
て
親
を
喜
ば
せ
た
故
事
。

『
高
士
伝
』
老
萊
子
。

 
 
 

＊
瑤
池 

―
崑
崙
山
に
あ
る
と
い
う
神
仙
の
池
。
昔
穆
天
子
が
西
王
母
に

逢
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
。『
列
子
』
周
穆
子
。

 
 
 

＊
趨
庭 

―
家
で
親
の
教
え
を
受
け
た
こ
と
。『
論
語
』
季
氏
、
第
十
六

「
～
鯉
趨
り
て
庭
を
過
ぐ
。
曰
く
、
詩
を
学
び
た
る
か
と
。
～
」。

 
 
 

＊
陟
岵 

辞
―
孝
子
が
父
を
慕
う
こ
と
。『
詩
経
』
魏
風
、
陟
岵
辞
。

 
 
 

＊
淑
儀 

―
九
嬪
の
一
で
、
高
位
女
官
の
名
。

延
享
四
年
に
松
浦
の
母
を
亡
く
し
た
大
潮
は
、
折
し
も
蓮
池
に
あ
り
、
死
に
目
に

会
え
な
か
っ
た
。
十
六
年
前
に
は
父
の
臨
終
に
も
会
え
な
か
っ
た
。
併
せ
て
親
へ

の
孝
を
尽
く
せ
な
か
っ
た
不
幸
を
悔
い
る
の
で
あ
る
。

二　
兄
弟
―
一
麟
浄
超
居
士
墓
碑
銘
―

『
魯
寮
稿
』
九
に
「
一
麟
浄
超
居
士
墓
碑
銘
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
大
潮

の
実
弟
、
浦
郷
實
友
の
墓
碑
銘
で
あ
る
。
大
潮
一
家
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。
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長
文
で
あ
り
以
下
途
中
を
省
き
、
要
点
を
述
べ
る
。

浦
郷
實
友
は
、
肥
松
浦
郡
伊
万
里
の
人
な
り
。
安
右
衛
門
と
称
す
。
姓
は
安

部
氏
、
實
友
は
そ
の
名
。
即
ち
余
が
家
弟
に
し
て
、
余
よ
り
少
き
こ
と
七
歳
、

生
れ
は
貞
享
乙
丑
二
年
、
十
一
月
十
六
日
、
宝
暦
四
年
七
月
九
日
に
卒
す
。

年
七
十
歳
、
本
邑
萬
里
明
山
圓
通
禅
寺
に
葬
る
。  

先
慈
鏡
月
禅
尼
の
石
塔
の

後
、
因
っ
て
法
諱
を
立
て
、
瑞
應
軒
一
麟
浄
超
居
士
と
曰
ふ
。

嗣
子
久
喜
、
居
士
卒
す
る
の
前
一
日
、
書
を
長
淵
禅
寺
に
馳
せ
、
父
の
病
革

る
と
告
げ
た
り
。
余
乃
ち
籠
に
命
じ
て
彷さ
ま
よ徨

ひ
行
く
。
行
き
て
牛
津
に
至
れ

ば
日
已
に
夕く

れ
た
り
。
遂
に
輪
王
に
宿
し
、
翼
早
、
辨
色
せ
ず
発
ち
、
晡
時

に
迨お
よ

び
其
の
居
に
抵い

た

る
。
則
ち
居
士
卒
し
て
棺
た
り
。
而
し
て
薦
抜
せ
ら
れ

よ
と
請
ふ
。
余
、
香
語
一
篇
を
説
く
。
蓋
し
亦
傷
め
り
。

夫
れ
世
に
嘗
て
言
へ
り
、
人
兄
弟
有
れ
ば
、
孰
れ
か
天
倫
の
義
を
推
せ
ざ
ら

ん
や
。
然
る
に
諸
れ
称
し
て
兄
弟
と
為
る
は
、
余
二
人
相
善
き
に
若
か
ざ
る

は
固
よ
り
論
無
し
。
顧
み
る
に
余
年
学
に
志
し
、
薙
髪
し
て
道
に
入
る
。
則

ち
其
の
跡
逈け
い

然ぜ
ん

と
し
て
竟
に
殊
な
る
と
雖
も
、
而
し
て
天
地
の
徳
を
挙
ぐ
る

に
、
豈
に
異
な
ら
ん
や
。
居
士
は
雅
し
く
亦
我
が
仏
乗
を
信
じ
、
其
の
心
未

だ
嘗
て
衞
護
の
中
に
在
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
斯
く
し
て
余
は
乃
ち
永
訣
の
嘆

を
発
し
、
而
し
て
重
ね
て
死
生
の
感
を
興
せ
り
。（
中
略
）

大
潮
の
七
歳
下
の
弟
は
浦
郷
安
右
衛
門
實
友
と
い
う
。
安
倍
氏
の
養
子
と
な
り
安

倍
家
を
継
い
だ
。
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
十
一
月
十
六
日
生
ま
れ
宝
暦
四
年
（
一

七
五
四
）七
月
九
日
卒
、七
〇
歳
。
法
名
は
瑞
應
軒
一
麟
浄
超
居
士
。
萬
明
山
圓
通

禅
寺
（
伊
万
里
市
松
島
町
一
四
八
）
の
先
慈
鏡
月
禅
尼
の
石
塔
の
後
に
葬
ら
れ
た
。

夫
れ
居
士
は
、
固
よ
り
淳
行
端
直
の
偉
人
な
り
。
善
く
人
と
交
り
、
而
し
て

苟
く
も
合
は
ざ
れ
ば
、
維
だ
孝
に
し
て
、
兄
弟
に
友
し
む
。
是
れ
郷
人
知
る

所
な
り
。
年
甫わ

づ

か
十
四
、
家
の
尊
人
の
命
を
奉
じ
て
摂
に
出
游
し
、
書
を
学

び
藝
を
修
め
、
三
年
を
以
て
帰
る
。
従
伯
父
瑞
雲
翁
を
尋
ね
て
、
往
き
て
鹿

島
老
侯
に
謁
す
。
侯
進
退
を
以
て
称
礼
す
。
且
つ
鼓
を
善
く
し
、
曲
故
に
度

り
、
屡
し
ば
恩
賜
を
加
ふ
。
年
未
だ
弱
冠
、
治
を
務
め
業
を
賈
す
。
年
三
十

餘
、
前
田
氏
を
取
り
四
子
を
生
む
。
伯
は
乃
ち
久
喜
、
仲
及
び
叔
は
皆
僧
と

為
る
。
曰
く
旭
、
曰
く
建
な
り
。
旭
は
即
ち
余
が
門
人
な
り
。
季
は
正
方
と

曰
ふ
。
巌
永
氏
乞
ひ
て
嗣
子
と
為
す
。
故
に
姓
巌
永
氏
を
冒
す
。
五
女
、
一

は
道
山
氏
に
適
き
、
一
は
石
丸
氏
に
帰
す
。
一
は
原
田
氏
に
嫁
し
、
餘
の
二

は
則
ち
早
凶
す
。  

居
士
の
若
き
者
有
る
は
、
世
に
遺
憾
無
き
者
と
謂
ふ
可
し
。

居
士
は
生
平
護
法
を
以
て
己
の
為
に
任
ず
。
尤
も
観
世
音
菩
薩
に
帰
敬
し
、

日
に
普
門
品
若
干
遍
を
誦
し
、
以
て
常
課
と
為
す
。
儻も

し
或
ひ
は
出
て
他
方

に
之
け
ば
、
則
ち
中
路
に
之
を
誦
し
、
未
だ
嘗
て
課
を
闕
か
さ
ず
。（
後
略
）

 
 
 
 

宝
暦
甲
戌
、
八
月
十
三
日
、
僧
兄
元
皓
大
潮
撰
、
撰
の
日
、
居
士
小

練
忌
辰
な
り
。

 

（『
魯
寮
稿
』
九
）

 

＊
辨
色
―
物
事
を
見
分
け
る
。 

＊
晡
時
―
申
の
刻
。
午
後
四
時
前
後
。

 

＊
逈
然
―
遙
か
な
こ
と
。

従
伯
父
「
瑞
雲
翁
」
と
は
父
の
兄
弟
の
三
番
目
の
兄
谷
口
氏
（
享
保
六
年
十
一
月

二
十
三
日
没
。『
松
浦
詩
集
』
巻
之
中
）。
實
友
は
そ
の
は
か
ら
い
で
鹿
島
老
侯
（
四

代
直
條
カ
）
に
挙
用
さ
れ
、
鼓
を
善
く
し
恩
寵
を
た
ま
わ
っ
た
と
い
う
。
妻
（
前

田
氏
）
と
の
間
に
四
子
が
あ
り
、
長
男
は
久
喜
、
二
男
は
旭
で
大
潮
の
弟
子
、、
三

男
は
建
で
こ
れ
も
僧
と
な
る
。
四
男
は
正
方
と
い
い
巌
永
氏
の
養
嗣
子
と
な
る
。

五
女
は
道
山
氏
に
嫁
ぎ
、
六
女
は
石
丸
氏
に
、
七
女
は
原
田
氏
に
嫁
い
で
い
る
。

多
産
の
一
家
で
さ
ら
に
二
人
早
逝
し
て
い
る
。
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三　
普
門
松
雲
禅
師
伝

大
潮
は
一
五
歳
の
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
肥
前
蓮
池
の
法
壽
山
龍
津
寺

（
黄
檗
派
）
に
入
り
、
化
霖
道
龍
（
一
六
三
四－

一
七
二
〇
）
に
師
事
し
た
。
龍
津

寺
は
蓮
池
本
名
大
曲
江
（
佐
賀
市
蓮
池
町
）
に
あ
り
、
大
潮
に
と
っ
て
初
学
修
業

の
地
で
あ
る
。「
南
来
重
ね
て
我
を
過
ぎ
、
旧
寺
曲
江
の
傍
、
萬
里
涼
颷
起
き
、
中

秋
は
霽は
れ

て
月
光か

が
やく

～
（
後
略
）」
と
詠
じ
、
小
字
で
「
余
が
故
處
」
と
注
を
し
て
い

る
（「
和
玄
遂
禅
衲
、
遊
龍
津
寺
見
覗
之
作
」『
魯
寮
稿
』
十
四
）。

師
化
霖
は
黄
檗
山
で
修
行
す
る
こ
と
二
年
、
そ
の
後
、
隠
元
禅
師
に
随
従
し
て

渡
来
し
た
獨
湛
性
瑩
が
遠
江
の
法
林
寺
い
た
と
き
に
師
事
し
た
。
獨
湛
が
黄
檗
山

第
四
代
住
持
に
つ
い
た
後
、
帰
郷
し
隠
棲
し
た
。
お
り
し
も
蓮
池
藩
主
鍋
島
直
之

の
要
請
で
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
法
壽
山
龍
津
寺
を
創
建
し
、
そ
の
開
山
と
し

て
招
請
さ
れ
住
持
を
勤
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
化
霖
は
元
禄
十
六
年
、
七
〇
歳
を

迎
え
て
山
内
の
甘
露
院
に
退
院
し
、
後
を
法
嗣
鏡
宗
に
継
が
せ
た
。
大
潮
は
そ
の

後
黄
檗
山
萬
福
寺
に
あ
が
り
、
三
〇
歳
の
と
き
に
は
華
音
の
通
事
を
勤
め
、
そ
の

後
は
江
戸
へ
出
て
徂
徠
と
そ
の
門
に
集
う
こ
と
に
な
る
。

享
保
十
年
（
一
七
二
五
）、
大
潮
は
四
八
歳
の
春
、
京
都
へ
遊
ん
だ
。
侍
者
が
も

た
ら
し
た
『
月
坡
全
録
』
五
の
「
松
雲
禅
師
伝
」
を
読
み
、
師
の
事
蹟
を
記
す
に

文
辞
錯
出
し
、
そ
の
西
東
野
語
に
い
た
た
ま
れ
ず
、
大
潮
は
新
た
に
松
雲
伝
を
書

く
に
い
た
っ
た
。
身
内
の
先
祖
の
一
人
で
あ
り
、
伝
え
て
お
く
べ
き
事
あ
り
と
夙

志
を
記
す
。

大
潮
が
記
し
た
「
普
門
松
雲
禅
師
伝
」（『
西
溟
余
稿
』
文
部
二
）
は
つ
ぎ
の
よ

う
な
内
容
で
あ
る
。

（
前
略
）
禅
師
は
吾
が
祖
母
の
叔
父
に
し
て
、
亦
肥
の
産
な
り
と
云
ふ
。
始
め

禅
師
生
ま
れ
て
奇
徴
有
り
。
其
の
父
田
氏
、
之
れ
を
器
な
り
と
す
。

師
年
六
歳
、
稍
や
国
字
を
識
る
。
而
し
て
其
の
里
中
の
故
旧
自
リ
、
居
恒
相

称
す
ら
く
「
田
氏
子
有
り
」
と
。
年
甫
め
て
十
歳
、
父
挟
ん
で
普
門
に
至
り

華
嶽
公
を
礼
す
。
一
夕
公
夢
む
ら
く
、
童
子
有
り
て
殿
中
普
陀
大
士
の
肩
に

跨
が
る
と
。
覚
め
て
師
至
る
。
遂
に
前
夢
と
恊
ふ
。
公
之
れ
を
奇
と
す
。
乃

ち
法
器
な
る
こ
と
を
知
り
て
乞
ひ
て
弟
子
と
為
す
。
之
れ
に
名
づ
け
て
宗
融

と
曰
ふ
。
松
雲
は
其
の
字
な
り
。（
中
略
）

松
雲
宗
融
禅
師
は
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
生
ま
れ
で
、
大
潮
の
祖
母
（
浄

看
妙
厳
禅
尼
）
の
叔
父
に
あ
た
る
人
で
あ
る
。
田
氏
に
三
人
の
息
子
が
あ
り
、
そ

の
仲
男
が
祖
母
の
父
で
、
そ
の
末
弟
が
叔
父
す
な
わ
ち
松
雲
宗
融
禅
師
で
あ
る
。

華
嶽
公
の
弟
子
と
な
っ
た
松
雲
は
学
問
を
好
ん
だ
が
、
使
役
に
は
役
に
立
た
ず

だ
っ
た
。
華
嶽
公
は
「
宗
融
は
痴
な
り
」
と
い
っ
て
庇
っ
た
。
松
雲
一
九
歳
の
時
、

侍
司
、
つ
い
で
記
室
を
勤
め
た
。
そ
の
草
隷
の
書
は
評
判
で
ま
た
国
風
、
国
字
に

も
精
通
し
て
い
た
。
二
一
歳
の
と
き
長
崎
に
至
り
、
そ
の
後
、
京
の
建
仁
寺
に
遊

学
し
た
。
ま
た
東
関
を
め
ぐ
り
曹
洞
・
臨
済
の
諸
僧
に
謁
し
た
。
大
潮
は
こ
の
遙

か
昔
の
松
雲
宗
融
を
信
じ
慕
っ
て
い
た
。

（
中
略
）
吾
が
父
生
ま
れ
て
三
歳
、
吾
が
大
父
を
喪
せ
り
。
而
し
て
吾
が
祖

母
、
諸
を
師
（
松
雲
）
に
託
し
て
灑
掃
の
役
に
給
せ
し
む
。
譜
に
曰
く
、
田

氏
三
子
を
生
み
、
伯
先
だ
ち
て
卒
す
。
仲
二
男
一
女
を
生
む
、
と
。
女
は
吾

が
祖
母
に
し
て
、
而
し
て
叔
は
師
と
為
る
。
祖
母
、
四
子
有
り
。
吾
が
父
は

其
の
季
な
り
。
次
子
は
僧
と
為
る
。
其
の
名
を
重
山
と
曰
ふ
。
師
の
法
嗣
を

以
て
肥
の
瑞
應
に
住
す
。
余
元
皓
、
三
歳
な
る
と
き
山
其
の
寺
に
化
す
。
時

に
山
、
年
三
十
有
六
。
師
游
方
十
年
、
田
氏
郷
に
卒
し
て
、
師
乃
ち
潸さ

ん

然ぜ
ん

と

し
て
帰
り
て
其
の
母
を
省
す
。  

母
は
慧
女
な
り
。
始
め
所
天
を
失
し
て
依た

倚よ
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る
所
無
し
。
師
の
帰
り
て
﨑
の
皓
臺
に
適
く
に
値ア

ふ
に
会
ひ
て
、
母
之
れ
を

喜
ぶ
。
師
、
遂
に
母
と
偕ト
モ

に
往
く
。
一
禎
和
尚
、
擢
ん
で
ゝ
首
座
に
充
つ
。

且
つ
光
雲
を
与
え
て
命
じ
て
居
ら
し
む
。  

因
り
て
小
堂
を
寺
の
北
街
に
築
い

て
、
以
て
母
を
養
ふ
。

「
譜
に
曰
く
～
」
と
あ
り
、
大
潮
は
家
譜
を
参
観
し
て
こ
の
文
章
を
綴
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
潮
の
父
は
三
歳
の
時
、「
吾
が
大
父
」（
大
潮
の
祖
父
）

を
喪
っ
た
。「
吾
が
祖
母
」（
大
潮
の
祖
母
）
は
息
子
（
大
潮
の
父
）
を
師
（
松
雲
）

に
託
し
て
「
灑
掃
の
役
」（
掃
除
な
ど
の
下
働
き
）
に
あ
た
ら
せ
た
。
家
譜
に
よ
れ

ば
、「
田
氏
は
三
人
の
子
を
生
み
、
長
男
は
早
逝
、
次
男
は
二
男
一
女
を
生
ん
だ
。

そ
の
一
女
が
私
（
大
潮
）
の
祖
母
で
あ
り
、
叔
は
師
（
松
雲
）
と
な
っ
た
」
と
い

う
。
そ
し
て
祖
母
に
は
四
人
の
子
が
有
り
、
大
潮
の
父
は
季
子
で
あ
っ
た
。
長
男

は
早
逝
で
あ
ろ
う
か
、
次
男
は
僧
と
な
り
重
山
と
い
い
、
肥
前
の
瑞
應
寺
（
佐
賀

県
武
雄
大
野
村
。
龍
造
寺
氏
が
開
基
）
に
住
ん
で
い
る
。
大
潮
が
三
歳
の
時
、
重

山
は
そ
の
寺
で
寂
し
た
。
歳
は
三
六
。

師
（
松
雲
宗
融
）
は
一
〇
年
ほ
ど
諸
国
を
游
方
し
て
い
た
が
、
田
氏
が
歿
し
た

と
知
り
帰
郷
し
た
。
頼
れ
る
人
を
喪
っ
た
母
を
連
れ
て
松
雲
は
長
崎
の
皓
臺
寺
に

行
っ
た
。

海
雲
山
皓
臺
寺
（
現
、
長
崎
市
寺
町
一
丁
目
）
は
、
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）

年
、
亀
翁
良
鶴
（
肥
前
松
浦
郡
山
口
村
の
飯
盛
山
洪
徳
寺
第
七
代
）
の
開
創
で
、

重
興
開
山
が
一
庭
融
頓
で
あ
る
。
一
庭
は
も
と
肥
前
佐
賀
の
玉
林
寺
（
現
、
佐
賀

市
大
和
町
久
池
井
三
二
五
七
）
の
住
持
で
あ
っ
た
。
皓
臺
寺
は
切
支
丹
排
斥
の
た

め
第
三
代
長
崎
奉
行
長
谷
川
左
兵
衛
が
風
頭
山
麓
に
建
立
、
笠
頭
山
洪
泰
寺
と
号

し
た
。
長
崎
市
中
で
は
曹
洞
宗
の
本
山
格
の
寺
で
あ
る
。「
光
雲
を
与
え
て
命
じ
て

居
ら
し
む
。」
と
は
、
そ
の
末
寺
の
月
桂
山
光
雲
寺
（
現
、
長
崎
市
出
来
大
工
町
四

番
地
）
の
住
持
に
し
た
こ
と
を
い
う
。
松
雲
宗
融
は
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
か

ら
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
ま
で
八
年
間
在
職
し
た
。
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
一

月
四
日
示
寂
し
た
（『
長
崎
市
史
』
地
誌
編
仏
寺
部
で
は
寛
文
五
年
示
寂
と
す
る
）。

松
雲
と
そ
の
母
に
つ
い
て
の
逸
話
を
伝
え
る
。
松
雲
は
光
雲
寺
の
北
街
に
小
堂

を
築
い
て
母
を
住
ま
わ
せ
た
。
あ
る
日
、
母
が
寺
参
り
中
に
急
な
雨
が
降
り
出
し
、

母
の
傘
と
華か

屐げ
き

（
女
物
の
履
き
物
）
を
も
っ
て
迎
え
に
行
っ
た
。
し
か
し
途
中
で

こ
れ
を
見
た
人
々
は
怪
し
ん
だ
が
、
母
は
こ
れ
を
喜
ん
だ
。
ま
た
別
の
日
、
母
の

好
き
な
魚
を
買
い
串
に
刺
し
て
帰
る
と
「
釈
氏
の
宜
し
き
所
に
非
ず
」
と
誡
め
ら

れ
た
。
そ
れ
を
く
り
か
え
し
た
あ
る
日
、
母
は
髪
を
切
り
出
家
し
妙
善
と
称
し
た
、

と
い
う
。
こ
の
逸
話
に
つ
い
て
大
潮
は
、「
松
雲
の
母
は
〈
慧
女
〉
で
あ
っ
た
」
と

記
す
。
月
坡
禅
師
が
伝
え
る
「
松
雲
禅
師
伝
」（『
月
坡
全
録
』）
に
つ
い
て
は
「
母

の
性
卒
急
、
好
ん
で
魚
を
食
ふ
の
数
語
、
未
だ
嘗
て
巻
を
廃
し
て
嘆
ぜ
ず
ん
ば
あ

ら
ず
」
と
。
さ
ら
に
「
甚
だ
し
き
哉
、
坡
公
の
誣ふ

に
近
き
こ
と
な
り
」
と
激
し
く

非
難
し
て
い
る
。「
月
坡
公
は
苟こ
う

且し
よ

（
な
お
ざ
り
）
に
失
し
て
、
其
の
尼
為
る
の
由

を
悉
つ
ま
び
ら
かに

せ
ず
」
と
、「
孝
」
に
つ
い
て
の
深
慮
が
か
け
て
い
る
と
も
い
う
。

さ
ら
に
松
雲
翁
が
好
ん
で
箏
を
鼓
し
た
逸
話
が
あ
る
。
長
崎
丸
山
に
梅
と
い
う

若
く
美
し
い
妓
女
が
い
た
。
善
く
歌
い
箏
に
長
じ
て
い
た
。
仏
乗
を
信
じ
て
松
雲

師
に
一
度
お
目
に
か
か
り
た
い
と
頼
ん
だ
。
松
雲
翁
が
出
か
け
る
と
普
門
品
を
説

い
て
下
さ
い
と
請
う
。
他
の
衆
妓
も
教
え
を
受
け
た
。
翁
は
梅
と
箏
を
鼓
す
こ
と

再
三
に
お
よ
ん
だ
。
次
の
日
、
翁
が
市
中
に
行
く
と
梅
は
衆
妓
と
と
も
に
行
き
過

ぎ
、
身
を
隠
し
た
。
嫌
疑
を
避
け
た
の
で
あ
っ
た
。
月
坡
公
は
箏
を
琴
と
誤
解
し
、

俗
化
し
て
い
る
と
い
う
。

承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
秋
、
普
照
国
師
隠
元
禅
師
が
聘
に
応
じ
て
渡
来
さ
れ

た
。
東
明
山
興
福
寺
に
お
い
て
謁
し
、
偈
を
造
り
隠
元
禅
師
に
呈
し
、
光
雲
寺
に
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戻
っ
た
。
松
雲
翁
は
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
四
九
歳
の
時
請
を
受
け
、
母
と
と

も
に
普
門
山
圓
應
寺
（
現
、
武
雄
市
武
雄
町
）
に
行
き
、
山
中
の
一
室
に
住
み
、

雨
に
も
月
に
も
箏
を
鼓
し
母
に
孝
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
大
潮
が
祖
母
（
浄
看
明

厳
）
か
ら
直
接
聞
い
た
話
だ
と
い
う
。
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
春
、
松
雲
翁
は

諫
早
に
行
く
が
、
こ
の
年
五
月
そ
の
母
（
寿
柏
元
剛
禅
尼
）
が
郷
里
で
卒
し
普
門

山
中
に
埋
葬
し
た
。
そ
の
三
年
後
の
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
一
月
四
日
、
松
雲

宗
融
翁
は
示
寂
。
慶
長
十
四
年
己
酉
（
一
六
〇
九
）
生
ま
れ
で
五
六
年
の
生
涯
で

あ
っ
た
。

四　
大
潮
の
家
系
図
と
大
潮
年
譜
稿

右
に
掲
げ
た
大
潮
の
記
す
と
こ
ろ
を
系
図
の
カ
タ
チ

（
推
定
）
と
し
て
図
示
す
れ
ば
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る

で
あ
ろ
う
（
図
）。

こ
の
田
氏
の
孫
に
あ
た
る
大
潮
の
祖
母
（
浄
看
妙
厳
禅

尼
）
が
大
父
浦
郷
氏
に
嫁
ぎ
、
そ
の
四
男
と
し
て
父
が
生

ま
れ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
大
潮
は
父
親
に
つ
い
て
は
そ

の
名
す
ら
記
し
て
い
な
い
。
な
ん
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
父
の
大
叔
父
に
あ
た
る
松
雲
宗
融

に
つ
い
て
は
、
月
坡
禅
師
の
誤
解
に
も
と
づ
く
評
伝
を
強

く
否
定
し
、
自
身
の
先
祖
を
擁
護
し
て
い
る
。

大
潮
は
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
再
度
江
戸
に
出
て
、

三
五
歳
の
二
月
十
六
日
、
初
め
て
荻
生
徂
徠
と
出
会
っ
た

よ
う
だ
。
そ
こ
に
集
う
牛
門
の
俊
秀
ら
と
交
友
を
重
ね
な

が
ら
深
川
、
麻
布
な
ど
各
地
を
転
々
と
し
た
。
そ
の
居
留
の
室
を
魯
寮
と
称
し
た

（「
卜
居
深
川
仍
扁
曰
魯
寮
」『
西
溟
余
稿
』
巻
之
上
）。
そ
れ
は
か
つ
て
師
化
霖
道

龍
か
ら
「
魯
（
鈍
い
）」
と
言
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

 
 
 

魯
寮

 

我
師
称
我
魯　
　

我
が
師
我
を
魯
と
称
す

 

我
魯
信
依
然　
　

我
が
魯
信
に
依
然

 

以
此
行
天
下　
　

此
を
以
て
天
下
に
行
き

 

得
寮
到
處
扁　
　

寮
を
得
て
到
る
處
に
扁
す

 

（『
松
浦
詩
集
』
巻
之
中
）

前

（図）大潮元皓の家系図（筆者作成）
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大
潮
は
、
師
の
言
う
「
魯
」
は
と
も
あ
れ
、
孔
子
の
弟
子
評
（『
論
語
』
先
進
第
十

一
「
柴
や
愚
、
参
や
魯
、
師
や
辟
、
由
や
喭
」）
に
よ
る
か
の
ご
と
く
に
受
け
容
れ

た
か
と
思
わ
れ
る
。
同
遊
諸
友
ら
と
の
文
事
に
か
か
わ
り
、
詩
人
か
つ
論
者
と
し

て
自
信
を
え
て
の
発
言
で
あ
る
。

そ
し
て
五
〇
歳
の
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）、
自
ら
の
人
生
を
あ
ら
た
め
て
懐

旧
し
詠
嘆
す
る
。

 
 
 

有
感

 

憶
年
十
五
乍
入
道　
　

懐お
も

ふ
年
シ
十
五
乍た

ち
まち

道
に
入
る

 

我
師
目
我
為
種
草　
　

我
が
師
我
を
目ナ

ヅ
ケて

種
草
と
為
す

 

読
書
日
記
数
千
言　
　

書
を
読
み
て
日
々
に
記
す
数
千
言

 

古
仏
遺
訓
奉
善
巧　
　

古
仏
の
遺
訓
善ぜ

ん

巧ご
う

に
奉
ず

 

已
矣
即
今
倐
五
十　
　

已ヤ
ン

ぬ
即
今
倐た

ち
まち
五
十

 

功
労
尺
寸
無
所
立　
　

功
労
尺
寸
立
つ
所
無
し

 

但
将
慚
愧
訴
何
人　
　

但た
だ

た
ゞ
慚ざ

ん

愧き

を
将し

て
何
人
に
か
訴
へ
ん

 

燈
前
自
語
百
感
集　
　

燈
前
自
語
し
て
百
感
集
ま
る

 

辞
郷
依
旧
道
路
艱　
　

郷
を
辞
し
旧
に
依
り
て
道
路
艱く

る
しむ

 

道
路
春
光
照
客
顔　
　

道
路
の
春
光
客
顔
を
照
す

 

縦
有
黄
金
能
交
際　
　

縦た
と

ひ
黄
金
の
交
際
を
能
く
す
る
有
る
も

 

吾
道
千
秋
誰
与
還　
　

吾
が
道
千
秋
誰
と
与
に
か
還
ら
ん

 

（『
西
溟
余
稿
』
詩
部
上
）

ふ
り
か
え
れ
ば
一
五
歳
で
仏
の
道
に
入
り
、
師
化
霖
か
ら
「
魯
」
と
称
さ
れ
「
種

草
」
と
見
な
さ
れ
た
。
書
を
読
み
古
仏
の
教
え
に
遵
い
、
仏
道
に
励
ん
で
善
巧
（
人

を
導
く
方
便
）
を
積
ん
だ
。
た
ち
ま
ち
五
十
年
が
経
っ
て
、
功
労
も
な
く
今
や

拠
っ
て
立
つ
所
は
な
い
。
い
ち
ど
は
故
郷
を
離
れ
、
ま
た
旧
盧
に
還
る
も
艱
難
に

苦
し
む
こ
と
は
尽
き
な
い
。
多
く
の
人
々
と
出
会
い
、
か
り
に
「
黄
金
の
交
際
」

（
金
に
よ
る
友
）―
あ
る
い
は
売
茶
翁
の
よ
う
な
理
想
の
友
―
が
い
た
と
し
て

も
、
生
涯
を
と
も
に
何
時
、
誰
と
と
も
に
還
る
道
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
と
。

師
は
「
汝
、
務
め
て
遠
き
者
大
ひ
な
る
者
を
為せ

よ
。
務
め
て
近
き
者
小
な
る
者

を
為す

る
こ
と
莫
れ
」
と
も
言
っ
た
（『
西
溟
余
稿
』
文
部
二
）。

大
潮
は
肥
前
・
肥
後
の
九
州
は
も
ち
ろ
ん
、
京
・
阪
、
江
戸
へ
と
往
還
の
旅
に

明
け
暮
れ
た
。
行
く
先
々
で
友
を
え
て
詩
文
を
論
じ
、
黄
檗
山
で
の
勤
め
を
経
て
、

こ
の
後
龍
津
寺
の
住
寺
を
継
承
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
三
十
九
年
の
後
半
生
が
あ

る
。
そ
の
往
生
に
到
る
ま
で
の
生
涯
は
、
時
に
療
養
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
基

本
的
に
は
強
靱
な
身
体
と
信
仰
、
真
面
目
で
勤
勉
な
性
格
に
よ
っ
て
養
生
さ
れ
長

寿
を
え
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
大
潮
の
記
し
た
詩
文
・
著
述
か
ら
、
年
月
、
干
支
な
ど
を
記
し
た
明
ら
か

な
事
項
を
立
て
て
、
基
本
的
な
略
年
譜
を
掲
げ
、
そ
の
生
涯
の
あ
ら
ま
し
を
記
し

て
お
く
。
本
年
譜
は
も
と
よ
り
基
礎
稿
で
あ
り
、
生
涯
の
広
範
に
わ
た
る
活
動
の

探
索
は
今
後
に
期
待
さ
れ
る
。

大
潮
の
詩
文
は
お
お
む
ね
平
明
・
清
澄
で
あ
る
。
黄
檗
の
僧
籍
に
あ
り
、
龍
津

寺
に
も
ど
っ
て
か
ら
は
年
忌
・
葬
祭
な
ど
仏
事
の
記
事
が
大
半
を
占
め
て
い
る
が

多
く
は
省
略
し
た
。
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
大
潮
が
交
流
し
た
周
辺
の
人
物
た
ち

は
、
時
代
の
文
学
思
潮
を
牽
引
し
た
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
崎
陽
の
学
を
有
効

と
み
て
唐
話
を
学
び
、
言
語
と
詩
文
、
理
想
と
思
索
を
込
め
た
著
述
を
そ
れ
ぞ
れ

遺
し
、
一
家
言
を
も
つ
興
味
惹
か
れ
る
人
物
た
ち
で
あ
る
。
大
潮
の
暦
年
に
そ
っ

て
、
そ
の
言
語
生
活
に
か
か
わ
る
人
物
と
事
象
を
中
心
に
記
す
。
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大
潮
年
譜
稿
（
＊
印
は
関
連
事
項
）

 
 
 
 

本
姓
は
浦
郷
氏
、
名
は
元
皓
、
字
は
月
枝
、
別
号
は
魯
寮
・
西
溟
・
泉
石

陳
人
。

延
宝
六
年
戊
午
（
一
六
七
八
）
一
月
六
日
、
肥
前
国
松
浦
郷
伊
万
里
（
現
、
佐
賀

県
伊
万
里
市
伊
万
里
町
）
で
出
生
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

延
宝
八
年
庚
申
（
一
六
八
〇
）
三
歳
。

 

こ
の
年
、
大
潮
の
伯
父
（
父
の
兄
）
重
山
が
肥
前
の
瑞
應
寺
に
て
示
寂
。

三
六
歳
。

天
和
二
年
壬
戌
（
一
六
八
二
）
五
歳
。

 

＊
蓮
池
藩
主
鍋
島
直
之
が
寶
壽
山
龍
津
寺
を
こ
の
年
建
立
、
化
霖
道
龍

（
一
六
三
四－

一
七
二
〇
）
を
開
山
に
迎
え
る
（
福
山
朝
丸
「
売
茶
翁
年

譜
」『
賣
茶
翁
集
成
』
以
下
同
）。
化
霖
は
隠
元
、
木
庵
に
参
禅
し
獨
湛

性
瑩
の
法
を
継
い
だ
（『
西
溟
余
稿
』
文
部
二
）。

天
和
三
年
癸
亥
（
一
六
八
三
）
六
歳
。

 

＊
一
月
一
二
日
、
賣
茶
翁
の
父
芝
山
杢
之
進
没
、
五
三
歳
。
龍
津
寺
に

葬
る
。
法
名
、
無
隠
軒
芝
山
常
名
居
士
（「
売
茶
翁
年
譜
」）。

貞
享
元
年
甲
子
（
一
六
八
四
）
七
歳
。

 

＊
一
月
二
〇
日
、
黄
檗
第
二
代
、
木
庵
性
瑫
示
寂
。
七
四
歳
。

貞
享
二
年
乙
丑
（
一
六
八
五
）
八
歳
。

 

一
一
月
一
六
日
、
実
弟
浦
郷
實
友
、
伊
万
里
で
誕
生
（『
魯
寮
稿
』
九
）。

 

＊
こ
の
年
、
月
海
元
昭
（
賣
茶
翁
・
一
六
七
五－

一
七
六
三
）
化
霖
の

弟
子
と
な
る
。

貞
享
四
年
丁
卯
（
一
六
八
七
）
一
〇
歳
。

 

九
月
二
七
日
、
師
に
伴
わ
れ
て
黄
檗
山
に
到
り
、
獨
湛
に
会
い
六
〇
歳

の
賀
に
臨
む
（「
化
霖
和
尚
行
業
記
」『
西
溟
余
稿
』
文
部
二
）。

元
禄
元
年
戊
辰
（
一
六
八
八
）
一
一
歳
。

 

＊
化
霖
黄
檗
山
よ
り
龍
津
寺
へ
帰
る
（『
西
溟
余
稿
』
文
部
二
）。

元
禄
二
年
己
巳
（
一
六
八
九
）
一
二
歳
。

 

こ
の
こ
ろ
長
崎
に
行
き
、
国
思
靖
に
つ
き
華
音
を
学
ぶ
。

元
禄
五
年
壬
辰
（
一
六
九
二
）
一
五
歳
。

 

蓮
池
の
黄
檗
宗
龍
津
寺
に
入
り
祝
髪
、
化
霖
に
師
事
（「
有
感
」『
西
溟

余
稿
』）
詩
部
上
）。
師
に
従
い
英
彦
嶽
に
登
る
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

元
禄
九
年
丙
子
（
一
六
九
六
）
一
九
歳
。

 

四
月
八
日
、
大
潮
は
化
霖
の
法
跡
を
継
ぎ
、
黄
檗
山
に
上
が
り
獨
湛
に
謁

し
た
。
以
後
京
畿
の
間
を
歴
遊
す
る
事
四
年
に
及
ぶ（「
売
茶
翁
年
譜
」）。

元
禄
一
一
年
戊
寅
（
一
六
九
八
）
二
一
歳
。

 

宇
治
の
万
福
寺
に
上
が
り
、
獨
湛
に
謁
し
た
。
こ
の
頃
、
京
に
滞
在
し

「
煌
煌
京
洛
行
」
を
詠
み
、近
江
、伊
勢
を
遊
歴
す
る（『
松
浦
詩
集
』上
）。

元
禄
一
四
年
辛
巳
（
一
七
〇
一
）
二
四
歳
。

 

京
畿
よ
り
肥
前
に
帰
り
、
以
後
三
年
間
師
に
侍
す
る
（「
祭
本
師
和
尚

文
」『
西
溟
余
稿
』
文
部
三
）。

元
禄
一
五
年
壬
午
（
一
七
〇
二
）
二
五
歳
。

 

二
月
、
寿
恩
院
主
法
英
尼
（
鍋
島
市
正
の
女
）
寂
。（「
寿
恩
院
主
法
英

尼
墓
碑
銘
」『
西
溟
余
稿
』
文
部
三
）。

元
禄
一
六
年
己
未
（
一
七
〇
三
）
二
六
歳
。

 

＊
五
月
二
八
日
、
月
海
元
昭
の
俗
兄
芝
山
杢
之
進
常
景
没
し
、
龍
津
寺

に
葬
る
。
法
名
、
大
玄
軒
覚
庵
浄
通
居
士
（
売
茶
翁
年
譜
）。
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＊
七
月
、
化
霖
は
龍
津
寺
を
弟
子
鏡
宗
に
譲
り
、
甘
露
院
（
貞
享
三
年
、

寺
の
双
竜
松
の
下
に
建
て
た
庵
）
に
隠
棲
し
た
（
売
茶
翁
年
譜
）。

宝
永
元
年
甲
申
（
一
七
〇
四
）
二
七
歳
。

宝
永
四
年
丁
亥
（
一
七
〇
七
）
三
〇
歳
。

 
黄
檗
山
に
あ
が
り
華
音
の
通
事
を
務
め
る
（「
祭
本
師
和
尚
文
」『
西
溟

余
稿
』
文
部
三
）。

 

孟
冬
、
京
師
よ
り
帰
る
途
中
、
向
陵
、
厳
島
に
遊
ぶ
（「
遊
厳
島
記
」『
西

溟
余
稿
』
文
部
二
）。

宝
永
五
年
戊
子
（
一
七
〇
八
）
三
一
歳
。

 

肥
前
松
浦
伊
万
里
の
巖
栗
神
社
の
華
表
に
銘
を
記
す
。「
此
我
邑
尊
祠

之
最
者
」「
龍
津
釈
元
皓
大
潮
敬
撰
／
宝
永
五
歳
次
戊
子
春
閏
正
月
穀

旦
」（「
巖
栗
社
石
華
表
銘
并
序
」『
西
溟
余
稿
』
文
部
二
）。

宝
永
七
年
庚
寅
（
一
七
一
〇
）
三
三
歳
。

 

＊
夏
、
化
霖
が
平
戸
の
瑞
石
寺
へ
招
請
さ
れ
、
大
潮
従
っ
て
行
く
。
平

戸
か
ら
帰
り
江
戸
へ
赴
く
（「
売
茶
翁
年
譜
」）。

 

こ
の
年
、
江
戸
に
行
き
、
岡
白
玉
（
木
下
順
庵
門
）
と
知
り
合
い
、
華

音
の
教
授
（「
贈
岡
白
玉
出
仕
序
」『
西
溟
余
稿
』
文
部
一
）。

 

一
〇
月
八
日
、
江
戸
へ
向
か
う
途
中
、
東
海
道
藤
河
の
西
の
茶
亭
で
の

「
紀
巌
淵
事
」
を
三
島
宿
で
書
く
（『
魯
寮
稿
』
三
）。

正
徳
元
年
辛
卯
（
一
七
一
一
）
三
四
歳
。

 

二
月
、
大
潮
江
戸
に
あ
り
、
石
叔
湛
（
石
川
大
凡
）
と
梅
花
を
詠
む

（『
松
浦
詩
集
』
上
）。

 

＊
一
〇
月
五
日
、
岡
嶋
冠
山
を
迎
え
徂
徠
「
訳
社
約
」
を
作
る
。

 

＊
一
〇
月
一
一
日
、
朝
鮮
通
信
使
一
行
が
江
戸
入
り
す
る
。
雨
森
芳
洲

真
文
役
と
し
て
随
行
。
一
一
月
一
日
、
将
軍
に
謁
見
し
、
同
月
一
九
日

江
戸
を
発
っ
た
（『
韓
客
唱
和
集
』）。

正
徳
二
年
壬
辰
（
一
七
一
二
）
三
五
歳
。

 

二
月
一
六
日
、
こ
の
年
に
初
め
て
荻
生
徂
徠
と
会
い
、
韻
を
う
け
て
桜

花
の
盛
り
を
詠
む
（『
松
浦
詩
集
』
中
）。
江
戸
で
は
、
猗
蘭
臺
（
本
多

忠
統
）
の
ほ
か
石
叔
潭
・
岡
白
玉
・
僧
覚
印
・
服
部
南
郭
・
雨
森
芳

洲
・
越
智
雲
夢
（
曲
直
瀬
正
珪
）
ら
と
交
友
。
と
り
わ
け
雲
夢
の
書
斎

秋
桂
山
房
（
小
石
川
の
白
山
書
院
）
に
は
石
叔
湛
と
と
も
に
往
き
来
が

あ
っ
た
。
ま
た
猗
蘭
侯
邸
に
し
ば
し
ば
招
か
れ
詩
酒
を
楽
し
み
、
大
潮

の
室
へ
も
往
来
が
あ
っ
た
（『
松
浦
詩
集
』
上
・
中
）。
こ
の
間
、
江
戸
深

川
に
住
み
、
荻
生
徂
徠
ら
蘐
園
の
人
々
と
交
流
、
中
国
語
を
指
導
す
る
。

 

八
月
か
ら
九
月
の
間
、
江
戸
滞
在
中
の
雨
森
芳
洲
が
大
潮
の
も
と
を
訪

れ
、
大
潮
の
詩
稿
へ
の
序
文
を
届
け
る
（『
松
浦
詩
集
』
中
）。

正
徳
四
年
甲
午
（
一
七
一
四
）
三
七
歳
。

 

＊
一
〇
月
、
釈
慧
通
が
國
思
靖
の
遺
稿
を
徂
徠
に
も
た
ら
し
、
徂
徠

「
國
思
靖
遺
稿
序
」
を
書
く
（『
徂
徠
集
』
巻
之
八
）。

正
徳
五
年
乙
未
（
一
七
一
五
）
三
八
歳
。

 

四
月
二
二
日
、
深
川
か
ら
転
居
先
を
探
し
、
牛
込
に
滞
在
中
に
竹
田
春

庵
宛
に
書
簡
あ
り
（『
福
岡
藩
儒
竹
田
春
庵
宛
書
簡
集
』、
以
下
略
称
）。

 

＊
一
〇
月
、
瑞
雲
山
大
龍
寺
（
南
品
川
）
の
香
國
道
蓮
禅
師
が
奥
州
仙

台
の
伊
達
吉
村
に
請
わ
れ
両
足
山
大
年
寺
の
六
代
住
職
と
な
る
（「
賀

大
龍
香
國
和
尚
住
大
年
」『
西
溟
余
稿
』
文
部
一
、『
徂
徠
集
』
二
九
）。

 
一
一
月
一
日
、
深
川
か
ら
麻
布
へ
移
り
、
草
廬
を
魯
寮
と
称
す
（「
魯
寮

記
」『
西
溟
余
稿
』
文
部
二
・『
竹
田
春
庵
宛
書
簡
集
』）。
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一
一
月
一
四
日
、
同
月
二
〇
日
過
ぎ
に
草
廬
魯
寮
の
畳
替
え
の
予
定
、
及

び
漂
着
唐
船
の
俗
語
の
意
味
を
伝
え
る
書
簡
（『
竹
田
春
庵
宛
書
簡
集
』）。

 

一
二
月
二
九
日
、
竹
田
春
庵
邸
へ
罷
り
、
馳
走
に
な
り
金
子
一
片
を
贈

ら
れ
た
礼
状
を
書
く
（『
竹
田
春
庵
宛
書
簡
集
』）。

 
一
二
月
晦
日
、
竹
田
春
庵
が
東
都
寓
舎
魯
寮
を
訪
れ
、
神
毅
斎
（
神
屋

立
軒
）
著
『
帰
鞍
吟
草
』
を
持
参
、
大
潮
は
そ
の
「
記
誦
」
広
く
「
該

博
」
な
る
学
を
「
久
遠
」
と
評
価
す
る
（「
神
毅
斎
帰
鞍
吟
艸
序
」『
西

溟
余
稿
』
文
部
一
）。

享
保
元
年
丙
辰
（
一
七
一
六
）
三
九
歳
。

 

一
月
二
七
日
、
他
出
中
に
竹
田
春
庵
が
「
御
年
玉
」
な
ど
贈
物
を
届
け

て
く
れ
た
礼
状
を
出
す
（『
竹
田
春
庵
宛
書
簡
集
』）。

 

春
、
東
都
の
諸
友
と
「
尚
書
會
業
」（
読
書
会
）
を
開
く
（『
西
溟
余
稿
』

文
部
三
）。

 

＊
六
月
、
吉
宗
将
軍
職
第
八
代
を
継
ぐ
。

 

九
月
一
三
日
、
諸
友
と
と
も
に
幕
府
儒
官
三
宅
観
瀾
邸
に
て
残
菊
を
詠

み
呈
す
。
ま
た
石
川
淑
潭
（
之
清
）
邸
に
寓
し
往
来
す
る
（『
松
浦
詩

集
』
中
・
下
）。

享
保
二
年
丁
酉
（
一
七
一
七
）
四
〇
歳
。

 

三
月
、
安
藤
東
野
の
廬
屋
に
猗
蘭
侯
を
迎
え
る
中
、
大
潮
も
徂
徠
と
と

も
に
招
か
れ
詩
作
（『
松
浦
詩
集
』
中
、『
東
野
遺
稿
』
巻
上
）。

 

五
月
二
二
日
、
猗
蘭
侯
及
び
諸
氏
と
の
送
別
会
に
詩
を
復
す
（『
松
浦
詩

集
』
中
）。

 

六
月
、
大
潮
が
西
帰
す
る
に
さ
い
し
送
別
詩
を
徂
徠
（「
送
魯
子
帰
海
西

序
」『
徂
徠
集
』
十
）、
安
藤
東
野
（「
送
大
潮
上
人
序
」『
東
野
遺
稿
』

中
）、
金
華
（「
送
大
潮
上
人
序
」・『
金
華
稿
刪
』
四
）、
猗
蘭
侯
（「
送

大
潮
禅
師
帰
西
序
」『
猗
蘭
臺
集
』
初
・
四
）、
南
郭
（
送
大
潮
師
序
」

『
南
郭
先
生
文
集
』
初
六
）
が
寄
せ
た
。
ま
た
三
宅
観
瀾
「
送
浮
屠
大
潮

師
序
」（『
観
瀾
集
』）。

 

夏
、
八
年
間
の
滞
在
を
経
て
江
戸
か
ら
肥
前
龍
津
寺
へ
帰
る
（『
松
浦
詩

集
』
上
）。

享
保
三
年
戊
戌
（
一
七
一
八
）
四
一
歳
。

 

元
旦
、
江
戸
で
新
年
を
迎
え
、
夏
ま
で
交
遊
（『
松
浦
詩
集
』
下
）。

 

五
月
、
京
都
へ
出
て
、
秋
に
摂
津
・
泉
州
な
ど
を
転
住
、
逆
旅
一
〇
年

に
及
ぶ
（『
松
浦
詩
集
』
上
・
中
）。

享
保
四
年
己
亥
（
一
七
一
九
）
四
二
歳
。

 

＊
四
月
一
三
日
、
安
藤
東
野
没
、
三
七
歳
（『
猗
蘭
臺
集
』
初
・
四
）。

 

大
坂
を
経
て
夏
六
月
、
泉
州
へ
赴
き
、
唐
金
氏
の
垂
裕
堂
に
滞
在
、
仲

秋
に
は
、
京
都
へ
還
り
月
を
賞
す
（『
松
浦
詩
集
』
中
、「
垂
裕
堂
記
」

『
西
溟
余
稿
』
文
部
二
、『
松
浦
詩
集
』
中
）。

享
保
五
年
庚
子
（
一
七
二
〇
）
四
三
歳
。

 

元
旦
、
泉
南
佐
野
の
唐
金
梅
所
邸
で
新
年
を
迎
え
る
（『
松
浦
詩
集
』

下
）。『
梅
所
詩
稿
』
に
序
文
を
寄
せ
る
。『
梅
所
詩
稿
』
二
巻
刊
（
豫
章

堂
／
日
進
堂
仝
梓
）。「
梅
所
詩
稿
序
」（『
西
溟
余
稿
』
文
部
一
）。

 

二
月
一
日
、
淀
川
を
船
で
京
都
へ
赴
く
（『
松
浦
詩
集
』
下
）。

 

六
月
、天
産
霊
苗『
聲
音
對
』一
冊
刊
。
大
潮
閲
、慧
通
校（『
聲
音
對
』）。

 

一
一
月
九
日
、
寶
壽
開
山
化
霖
和
尚
、
甘
露
院
に
て
示
寂
。
八
七
歳
。

大
潮
は
泉
南
に
い
て
一
二
月
九
日
に
訃
報
を
知
り
、
直
ち
に
帰
り
追
慕

す
る
（『
松
浦
詩
集
』
中
、「
寶
壽
開
山
化
霖
和
尚
行
業
記
」『
西
溟
余
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稿
』
文
部
二
、「
祭
本
師
和
尚
文
」『
西
溟
余
稿
』
文
部
三
）。

享
保
六
年
辛
丑
（
一
七
二
一
）
四
四
歳
。

 

＊
一
一
月
二
三
日
、
伯
父
瑞
雲
居
士
没
（『
松
浦
詩
集
』
中
）。

享
保
七
年
壬
寅
（
一
七
二
二
）
四
五
歳
。

 
三
月
二
四
日
、
伯
父
瑞
雲
居
士
の
訃
報
を
受
け
偈
を
作
っ
て
追
悼
し
た

（『
松
浦
詩
集
』
中
）。

 

六
月
二
三
日
、「
恭
光
明
圓
通
和
尚
八
十
序
」
を
書
く
（『
西
溟
余
稿
』

文
部
一
）。

享
保
八
年
癸
卯
（
一
七
二
三
）
四
六
歳
。

 

蓮
池
へ
戻
り
、
龍
津
寺
に
住
す
。
夏
、
藤
侯
之
基
・
之
淳
と
が
来
訪
、

請
わ
れ
て
「
獨
楽
岡
記
」
を
書
く
（『
西
溟
余
稿
』
文
部
二
）。

 

四
月
六
日
、
舅
元
翠
居
士
卒
す
、
同
月
中
旬
「
哀
詞
一
章
」
を
献
ず
る

（『
魯
寮
詩
偈
』）。

享
保
九
年
甲
辰
（
一
七
二
四
）
四
七
歳
。

 

元
旦
、
龍
津
寺
の
旧
廬
に
帰
り
春
柳
を
見
る
（『
松
浦
詩
集
』
中
）。

 

春
、
京
都
へ
の
旅
を
予
定
し
、
法
兄
鏡
宗
、
知
友
に
別
れ
を
告
げ
る

（『
松
浦
詩
集
』
上
）。
同
春
、
黄
檗
東
堂
悦
峰
道
章
の
七
〇
歳
に
賀
詩
を

詠
む
（『
松
浦
詩
集
』
中
）。

 

＊
『
唐
話
類
纂
』（
号
翠
柳
・
字
麟
嶼
）
の
編
纂
始
る
カ
。

享
保
一
〇
年
乙
巳
（
一
七
二
五
）
四
八
歳
。

 

春
、
京
都
へ
遊
ぶ
。『
月
坡
全
録
』
の
「
松
雲
禅
師
傳
」
を
読
み
、
そ
の

斉
東
野
語
の
誤
解
を
解
く
た
め
に
新
た
に
松
雲
伝
を
作
る
（「
普
門
松

雲
禅
師
傳
」『
西
溟
余
稿
』
文
部
二
）。

 

二
月
、「
唐
音
雅
俗
語
類
序
」
を
書
く
。
翌
年
一
月
刊
（『
唐
音
雅
俗
語

類
』）。
な
お
、
冠
山
・
大
潮
・
天
産
・
恵
通
・
徂
徠
・
東
野
・
春
台
・

東
海
等
編
『
唐
話
類
纂
』
巻
之
一
、
写
（
篠
崎
東
海
・
山
田
正
朝
ら
編
）

も
同
時
期
頃
成
る
草
稿
カ
（『
唐
話
辞
書
類
集
』
第
一
集
）。

 

四
月
二
八
日
、
蓮
池
藩
二
代
藩
主
鍋
島
直
之
（
要
玄
院
了
関
宗
勇
大
居

士
）
卒
す
。
八
三
歳
（『
西
溟
余
稿
』
文
部
三
）。

享
保
一
一
年
丙
午
（
一
七
二
六
）
四
九
歳
。

 

一
月
、
岡
嶋
冠
山
の
『
唐
音
雅
俗
語
類
』
五
巻
刊
（
京
都
三
條
通
升
屋

町
／
江
府
日
本
橋
南
一
丁
目
／
出
雲
寺
和
泉
掾
）
に
大
潮
序
文
。

 

四
月
一
日
、
夢
に
國
思
靖
先
生
が
現
れ
、
唐
詩
を
清
ら
か
に
音
読
し
て

み
せ
る
（『
松
浦
詩
集
』
中
）。

 

こ
の
年
冬
か
ら
次
年
に
か
け
手
瘡
を
病
む
。
院
事
の
務
め
を
果
た
さ

ず
、
丈
室
に
籠
り
鬱
陶
し
い
日
々
を
過
ご
す
。
病
障
の
た
め
か
、
侍
者

寂
通
が
部
屋
に
宿
し
て
い
た
と
き
、
夢
の
中
に
林
百
載
が
現
れ
劉
素
軒

が
贈
る
詩
に
贈
答
し
た
が
、
夢
と
も
現
と
も
判
別
つ
か
な
い
錯
乱
状
態

に
あ
っ
た
。
龍
津
寺
在
。
そ
の
後
、
翌
年
春
に
か
け
熊
河
温
泉
に
行
く

（『
西
溟
余
稿
』
詩
部
下
）。

享
保
一
二
年
丁
未
（
一
七
二
七
）
五
〇
歳
。

 

正
月
か
ら
二
月
、
手
瘡
を
病
み
熊
河
温
泉
で
養
生
す
る
（「
熊
河
二
十

絶
并
序
」『
西
溟
余
稿
』
詩
部
下
）。

 

六
月
、
院
を
辞
そ
う
と
考
え
る
も
秋
ま
で
待
ち
、
七
月
立
秋
の
五
日
後

院
を
辞
す
（『
西
溟
余
稿
』
詩
部
下
）。

 

九
月
九
日
、
弟
子
寂
通
を
伴
い
松
浦
よ
り
長
崎
へ
赴
き
、
樊
子
範
（
高

尾
甚
八
）
を
祝
う
（『
西
溟
余
稿
』
詩
部
下
）。

 
除
夜
、
長
崎
の
僑
居
浦
上
で
過
ご
す
（『
西
溟
余
稿
』
詩
部
上
、
下
）。
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享
保
一
三
年
戊
申
（
一
七
二
八
）
五
一
歳
。

 

元
旦
、
長
崎
に
て
新
年
を
迎
え
る
。
＊
同
二
日
、
岡
嶋
冠
山
京
都
で
病

死
、
五
五
歳
（『
先
哲
叢
談
後
編
』）。

 
一
月
一
九
日
、
荻
生
徂
徠
没
す
。
六
三
歳
。
二
月
、
京
都
の
宇
野
明
霞

よ
り
徂
徠
先
生
の
訃
報
を
知
ら
せ
る
書
簡
を
受
け
、
哀
詞
一
章
を
作
る

（『
西
溟
余
稿
』
詩
部
上
）。

 

二
月
三
日
、
妹
婿
古
川
氏
（
法
誉
真
徹
居
士
）
没
（『
魯
寮
詩
偈
』）。
晩

春
の
頃
、
林
百
載
・
樊
子
範
・
平
叔
雍
に
留
別
詩
を
贈
り
長
崎
を
去
る

（『
西
溟
余
稿
』
詩
部
上
、
下
）。

 

三
月
末
出
立
し
て
江
戸
へ
赴
き
、
夏
、
深
川
の
旧
知
と
逢
う
。
七
月
七

日
、
夜
深
川
に
て
船
遊
び
を
楽
し
む
。
秋
日
、
徂
徠
の
墓
へ
参
り
哭
す

（『
西
溟
余
稿
』
詩
部
上
、
下
）。

 

深
川
に
卜
居
し
魯
寮
と
扁
額
す
る
（『
西
溟
余
稿
』
詩
部
上
）。
閏
九
月

九
日
、
館
中
の
諸
子
に
雨
に
て
行
け
な
い
こ
と
を
詠
み
送
る
（『
西
溟
余

稿
』
詩
部
上
）。

享
保
一
四
年
己
酉
（
一
七
二
九
）
五
二
歳
。

 

元
旦
、
江
戸
で
正
月
を
迎
え
る
（「
己
酉
元
旦
作
」『
西
溟
余
稿
』
詩
部

上
）。
同
一
九
日
、
徂
徠
小
詳
忌
を
迎
え
重
悼
詞
を
作
る
（『
西
溟
余
稿
』

詩
部
上
・
下
）。
旧
年
一
一
月
一
日
、
石
叔
潭
（
石
川
大
凡
）
に
子
が
誕

生
し
た
こ
と
を
祝
す
（「
歳
首
簡
石
叔
潭
」『
西
溟
余
稿
』
詩
部
上
）。

 

三
月
、
江
戸
を
発
つ
。
都
下
の
諸
才
子
と
留
別
詩
を
贈
答
。
紀
州
を
経

由
し
て
長
崎
へ
到
り
、
崇
福
寺
の
道
本
寂
傳
を
訪
ね
る
（『
西
冥
余
稿
』

詩
部
下
）。

 

九
月
一
一
日
か
ら
一
三
日
、
寶
壽
庵
に
宿
す
（『
西
溟
余
稿
』
詩
部
上
）。

 

秋
、「
魯
寮
硯
銘
」
を
書
き
、
東
都
で
交
遊
し
た
岡
白
玉
・
物
徂
徠
・
倪

天
泐
三
子
を
偲
ぶ
（『
西
冥
余
稿
』
文
部
二
）。

 

一
二
月
晦
日
、
樊
子
範
宅
で
年
を
越
す
『
西
溟
余
稿
』
詩
部
上
）。

享
保
一
五
年
庚
戌
（
一
七
三
〇
）
五
三
歳
。

 

元
旦
、
長
崎
で
新
年
を
迎
え
る
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

こ
の
秋
、
来
﨑
中
の
沈
爕
庵
、
孫
輔
齋
ら
と
交
遊
す
る
カ
（「
寄
清
人
沈

爕
庵
儒
宗
二
首
」
な
ど
『
西
溟
余
稿
』
詩
部
上
）。

 

九
月
十
三
夜
、
東
明
山
興
福
寺
に
て
天
産
禅
師
を
懐
う
詩
（『
西
溟
余

稿
』
詩
部
下
）。

 

一
〇
月
一
〇
日
、
佐
賀
か
ら
松
浦
に
帰
り
、
さ
ら
に
長
崎
へ
来
る
（『
西

溟
余
稿
』
詩
部
下
）。

 

大
晦
日
、
長
崎
で
過
ご
す
（『
西
溟
余
稿
』
詩
部
下
）。

享
保
一
六
年
辛
亥
（
一
七
三
一
）
五
四
歳
。

 

長
崎
に
て
迎
春
、
二
月
一
五
日
江
戸
へ
赴
き
諸
子
と
交
遊
、
夏
、
九
州

へ
帰
る
。
こ
の
間
、
清
人
沈
燮
菴
、
孫
輔
斎
、
崇
福
寺
珣
禅
師
ら
と
贈

答
ま
た
林
百
載
に
離
別
の
詩
あ
り
（『
西
溟
余
稿
』
詩
部
下
）。

 

こ
の
頃
カ
、
松
浦
郡
伊
万
里
の
「
天
満
神
祠
神
門
銘
并
序
」
を
記
す

（『
西
冥
余
稿
』
文
部
二
）。

 

＊
五
月
九
日
、
黄
檗
山
第
八
代
悦
峰
道
章
、
山
内
真
光
院
で
示
寂
、
八

〇
歳
。

 

＊
八
月
宇
野
士
朗
没
す
。
享
年
三
〇
。

享
保
一
九
年
甲
寅
（
一
七
三
四
）
五
七
歳
。

享
保
二
〇
年
乙
卯
（
一
七
三
五
）
五
八
歳
。

 
＊
三
月
一
九
日
、
山
田
正
朝
（
号
翠
柳
・
大
佐
・
麟
嶼
）
痘
に
て
没
、
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二
四
歳
（「
山
田
麟
嶼
學
博
墓
碣
銘
」『
紹
述
先
生
文
集
』
巻
之
十
三
）。

 

三
月
、
こ
の
頃
か
ら
黄
檗
山
第
十
三
代
に
竺
庵
浄
印
が
晋
山
し
、
大
潮

は
監
寺
を
勤
め
る
。

元
文
元
年
丙
辰
（
一
七
三
六
）
五
九
歳
。

 

『
松
浦
詩
集
』
三
卷
三
冊
刊
（
京
寺
町
松
原
下
町
／
尚
古
堂
田
中
甚
兵

衛
）。
但
州
、
天
産
霊
苗
序
。

元
文
二
年
丁
巳
（
一
七
三
七
）
六
〇
歳
。

 

大
潮
、
黄
檗
山
都
寺
を
勤
め
る
（「
大
潮
上
人
丁
巳
春
為
六
十
請
詩
余
、

時
上
人
将
帰
黄
檗
因
壽
且
送
別
云
」『
猗
蘭
臺
集
』
巻
之
二
、
二
稿
）。

 

三
月
、
相
良
藤
侯
の
書
室
に
つ
い
て
依
頼
さ
れ
「
千
秋
館
記
」
を
書
き

贈
る
（『
魯
寮
文
集
』
上
）。

元
文
三
年
戊
午
（
一
七
三
八
）
六
一
歳
。

 

一
月
、「
刻
明
四
大
家
文
抄
序
」、「
刻
王
氏
詩
教
序
」
を
書
く
（『
魯
寮

文
集
』
上
、
大
潮
編
『
明
四
大
家
文
章
』
三
冊
刊
）。

 

八
月
、
住
持
竺
庵
の
も
と
で
役
僧
間
の
意
見
の
対
立
が
生
じ
、
都
寺
大

潮
、
直
歳
実
岩
浄
裕
・
即
湛
浄
然
・
無
染
浄
善
ら
四
人
と
も
免
職
と
な

る
。
官
命
に
よ
り
黄
檗
を
退
き
、
九
月
一
四
日
江
戸
に
行
く
。
そ
の
前

夜
京
都
清
水
万
山
邸
に
て
月
を
賞
し
た
。
そ
の
後
京
都
へ
帰
り
、
三
月

滞
在
す
る
（「
有
感
并
序
」『
魯
寮
詩
偈
』『
魯
寮
稿
』
六
）。

 

秋
、「
墨
刻
董
其
昌
字
帖
跋
」
を
書
く
（『
魯
寮
文
集
』
下
）。

 

一
〇
月
、
洛
邑
僑
舎
で
「
東
遊
同
帰
集
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
文
集
』
上
）。

 

一
一
月
一
七
日
、
佛
國
堂
大
遷
道
龍
が
江
戸
滞
在
中
に
示
寂
、
大
潮
は

西
京
の
僑
舎
か
ら
祭
文
「
祭
佛
國
大
遷
和
尚
文
并
序
」
を
書
き
送
る

（『
魯
寮
文
集
』
下
）。

元
文
四
年
己
未
（
一
七
四
一
）
六
二
歳
。

 

京
都
で
元
日
を
迎
え
る
（『
魯
寮
詩
偈
』）。

 

＊
二
月
一
二
日
、
京
都
町
奉
行
の
裁
定
が
下
り
竺
庵
は
隠
居
、
監
寺
ら

役
僧
ら
は
追
放
さ
れ
た
（『
黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』）。

 

三
月
九
日
獅
子
林
に
宿
す
。
同
月
晦
日
、
京
館
に
宿
す
（『
魯
寮
詩
偈
』）。

 

四
月
、「
澤
升
英
獨
善
集
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
文
集
』
上
）。

 

九
月
、
大
潮
と
浄
善
・
浄
裕
二
公
と
前
年
竺
庵
と
の
意
見
対
立
の
後
、

前
年
東
行
し
た
際
の
唱
和
詩
を
卷
冊
子
と
し
、
山
城
乙
訓
郡
長
田
新
田

村
千
丈
山
養
雲
庵
住
持
の
覚
天
元
朗
和
尚
に
送
る
（『
魯
寮
詩
偈
』）。

 

一
二
月
一
二
日
、
京
都
町
奉
行
所
の
裁
定
に
よ
っ
て
竺
庵
浄
印
は
住
職

と
し
て
の
仕
事
の
不
宜
に
つ
き
隠
居
を
命
じ
ら
れ
、
監
寺
大
淵
、
衣
鉢

忍
仙
、
丈
侍
天
寿
ら
は
追
放
さ
れ
た
。
竺
庵
は
同
一
八
日
に
伏
見
の
海

宝
寺
に
退
隠
し
た
（『
黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』〈
無
染
浄
善
〉
の
項
。『
黄

檗
山
知
客
須
知
』
に
よ
る
）。

 

一
二
月
一
六
日
、
官
命
に
よ
り
大
潮
ら
四
名
に
黄
檗
山
に
帰
山
を
許
さ

れ
る
（『
魯
寮
詩
偈
』）。

元
文
五
年
庚
申
（
一
七
四
〇
）
六
三
歳
。

 

＊
四
月
、『
徂
徠
集
』
三
〇
巻
刊
（
武
江
書
林
／
谷
村
豊
左
衛
門
梓
行
）。

 

五
月
、
黄
檗
山
竹
林
に
て
「
梵
網
経
古
迹
記
詳
解
序
」
を
書
く
（『
魯
寮

文
集
』
上
）。

 

九
月
一
三
日
、
大
潮
と
東
行
し
た
三
名
は
黄
檗
山
を
辞
し
た
。
三
年
前

の
九
月
一
三
日
、
洛
邑
の
あ
る
居
士
は
東
行
す
る
三
名
を
邀
え
て
月
を

賞
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
三
年
が
過
ぎ
、
事
を
終
え
て
帰
郷
す
る
こ
と

に
な
り
、「
賞
月
并
引
」
の
詩
あ
り
（『
魯
寮
詩
偈
』）。
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孟
冬
、『
松
浦
詩
集
』
三
巻
三
冊
（
京
都　

尚
古
堂
刊
）。

 

一
〇
月
二
六
日
、
大
坂
の
港
を
発
し
た
。
一
一
月
四
日
、
船
中
に
て
霊

潭
律
師
の
七
周
忌
の
偈
を
詠
む
（『
魯
寮
詩
偈
』）。
箱
崎
か
ら
太
宰
府
に

向
い
、
菅
相
廟
に
参
拝
す
る
（『
魯
寮
詩
偈
』）。

 
一
一
月
一
五
日
、
龍
津
寺
に
帰
り
着
き
先
師
の
塔
に
礼
拝
し
た
。
ま
た

牛
津
に
行
き
、
前
年
五
月
に
正
満
寺
の
智
廓
が
示
寂
し
た
こ
と
を
知
り

「
追
悼
智
廓
并
引
」
を
詠
む
（『
魯
寮
詩
偈
』）。

 

一
二
月
三
日
、
故
郷
伊
万
里
へ
帰
る
。
同
月
二
三
日
牛
津
か
ら
小
城
へ

赴
く
（『
魯
寮
詩
偈
』『
魯
寮
稿
』
二
）。

寛
保
元
年
辛
酉
（
一
七
四
一
）
六
四
歳
。

 

元
旦
、
龍
津
寺
に
て
迎
え
る
（『
魯
寮
詩
偈
』）。

 

＊
二
月
九
日
、
石
叔
潭
（
石
川
大
凡
）
没
、
六
四
歳
（「
悼
石
叔
潭
并

序
」『
魯
寮
詩
偈
』）。

 

二
月
二
五
日　

圓
福
寺
に
錫
す
（『
魯
寮
詩
偈
』）。

 

四
月
二
八
日
、
蓮
池
藩
主
故
鍋
島
直
之
（
要
玄
院
了
関
宗
勇
大
居
士
）

の
一
七
年
忌
を
営
む
（『
魯
寮
詩
偈
』）。

 

七
月
一
三
日
、
享
保
二
、
三
年
の
凶
作
で
餓
死
に
及
ん
だ
民
の
た
め

「
肥
民
累
葬
墓
誌
銘
」
を
書
く
（『
魯
寮
文
集
』
下
）。

 

仲
秋
、
石
州
円
光
寺
の
無
隠
道
費
か
ら
送
ら
れ
た
『
無
孔
笛
』
六
卷
（
機

禅
侍
者
編
）
を
評
し
一
偈
を
贈
り
祝
す
（『
魯
寮
詩
偈
』）。
ま
た
「
円
光

無
隠
禅
師
無
孔
笛
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
文
集
』
上
）。

 

九
月
、
筑
後
柳
川
の
天
山
大
渓
禅
師
の
詩
集
『
雪
峯
天
山
禅
師
遺
稿
』

二
巻
に
「
天
山
詩
稿
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
文
集
』
上
）。

 

一
一
月
、
松
浦
よ
り
蓮
池
に
帰
り
、
月
海
禅
師
（
賣
茶
翁
）
が
一
〇
月

下
旬
に
帰
郷
し
て
い
る
の
に
逢
い
旧
懐
を
述
べ
て
歓
談
、
昨
年
春
作
っ

た
「
賣
茶
偈
」
に
た
い
し
喜
び
の
気
持
を
詠
ん
だ
（「
誌
喜
并
引
」『
魯

寮
詩
偈
』）。

 

一
二
月
朔
日
、「
読
誦
法
華
経
塔
誌
銘
」
を
書
く
（『
魯
寮
文
集
』
下
）。

寛
保
二
年
壬
戌
（
一
七
四
二
）
六
五
歳
。

 

一
月
一
九
日
、
蓮
池
藩
主
鍋
島
直
之
の
異
母
弟
鍋
島
之
治
の
妹
體
眞
尼

の
伝
「
大
尼
體
眞
大
姉
傳
」
を
書
く
（『
魯
寮
文
集
』
上
）。

 

二
月
、「
送
賣
茶
翁
再
游
洛
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
文
集
』
上
）。

 

三
月
、
肥
前
金
立
権
現
「
重
建
金
立
権
現
神
祠
記
」
を
書
く
（『
魯
寮
文

集
』
上
）。

 

六
月
、
石
叔
潭
の
著
『
唐
詩
礎
続
編
』
に
「
唐
詩
礎
続
編
序
」
を
書
く

（『
魯
寮
文
集
』
上
）。

 

＊
一
一
月
四
日
、
浄
覚
天
民
上
座
長
崎
で
寂
す
（『
魯
寮
稿
』
二
）。

寛
保
三
年
癸
亥
（
一
七
四
三
）
六
六
歳
。

 

二
月
、
長
崎
の
田
邉
桑
溪
か
ら
の
書
簡
を
受
け
返
信
（「
復
長
崎
田
邉
詞

士
書
」『
魯
寮
稿
』
一
）。
二
月
～
三
月
初
旬
に
長
崎
へ
赴
き
、
晩
春
ま

で
滞
在
し
た
か
。

 

三
月
、
肥
前
彼
杵
郡
長
崎
小
瀬
戸
の
観
音
社
「
長
崎
南
海
山
記
」
を
書

く
（『
魯
寮
文
集
』
上
）。

 

閏
四
月
、肥
前
は
孟
夏
大
干
魃
に
つ
き
諸
僧
祈
雨
、同
一
一
日
大
雨（「
喜

雨
并
序
」『
魯
寮
稿
』
一
）。
同
一
九
日
入
梅
（「
梅
雨
偶
成
」『
同
上
』）。

 

六
月
、
官
命
を
う
け
て
京
洛
へ
赴
く
。
同
月
一
七
日
、
城
西
に
藩
府
か

ら
賜
っ
た
所
に
住
居
新
築
成
る
。
二
一
日
、
移
居
（「
立
秋
日
即
事
」『
魯

寮
稿
』
一
・
二
）。
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秋
、
泉
流
寺
（
摂
津
宝
塚
）
の
天
産
霊
苗
（
一
六
七
六－

一
七
四
三
）

が
こ
の
年
五
月
七
日
没
（
六
十
八
歳
）
を
聞
く
（「
聞
泉
流
天
産
和
尚

訃
、
産
別
号
落
梅
花
」『
魯
寮
稿
』
一
）。

 
秋
、
長
崎
の
唐
通
事
林
百
載
（
一
六
八
九－

一
七
四
七
）
宛
書
簡
「
寄

林
居
士
百
載
書
」、
同
一
〇
月
付
け
「
寄
林
百
載
居
士
書
」
が
あ
る
（『
魯

寮
稿
』
一
）。

 

一
〇
月
三
日
、「
藤
公
子
維
新
」（
鍋
島
直
之
の
子
息
カ
）
龍
津
寺
を
訪

れ
る
（『
魯
寮
稿
』
一
）。

延
享
元
年
甲
子
（
一
七
四
四
）
六
七
歳
。

 

一
月
三
日
、
新
居
で
「
早
春
寓
詠
」
を
詠
み
、
南
は
海
に
面
し
温
暖
な

場
所
で
あ
り
、
母
の
健
康
に
良
い
と
喜
び
を
表
す
（『
魯
寮
稿
』
二
）。

 

四
月
一
五
日
、
祝
事
あ
り
京
洛
へ
赴
き
五
月
七
日
到
着
。
五
月
一
六
日
、

賣
茶
翁
七
〇
歳
の
誕
生
日
を
寿
す
（「
壽
賣
茶
翁
七
十
」『
魯
寮
稿
』
二
）。

 

五
月
一
九
日
、
賣
茶
翁
の
煮
茶
に
招
か
れ
萬
家
亭
に
遊
ぶ
（『
魯
寮
稿
』

二
）。「
寄
贈
賣
茶
翁
」（『
魯
寮
稿
』
四
）
を
贈
る
。

 

五
月
二
四
日
、
終
南
法
姪
と
詩
仙
堂
を
訪
れ
る
（『
魯
寮
稿
』
二
）。

 

六
月
七
日
、
加
賀
の
実
性
院
（
曹
洞
宗
）
の
無
隠
道
費
か
ら
の
書
信

（『
金
龍
尺
牘
集
』
序
文
の
件
）
に
再
復
す
（『
魯
寮
稿
』
二
）。

 

六
月
、
無
隠
道
費
「
西
溟
大
潮
禅
師
魯
寮
詩
偈
後
序
」（『
魯
寮
詩
偈
』）。

 

秋
、『
魯
寮
詩
偈
』
一
冊
刊
行
（
京
寺
町
松
原
下
町
／
尚
古
堂
田
中
甚
兵

衛
）。
浄
介
紫
石
序
、
無
隠
道
費
後
序
あ
り
。

 

＊
こ
の
年
『
無
隠
禅
師
無
孔
笛
』
六
巻
三
冊
、
刊
。

 

夏
か
ら
秋
に
か
け
、
直
指
庵
の
無
染
浄
善
と
贈
答
詩
（『
魯
寮
稿
』
二
）。

 

七
月
一
二
日
、「
新
興
氏
原
篆
単
法
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
二
）。

 

八
月
、「
説
彫
署
」、「
魯
寮
別
集
文
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
二
）。

 

八
月
一
八
日
、
唐
通
事
樊
子
範
（
高
尾
甚
八
）
卒
、
八
一
歳
（「
薦
樊
子

範
居
士
」『
魯
寮
稿
』
二
）。

 

一
〇
月
四
日
、
京
都
を
留
別
し
、
摂
津
貝
塚
に
滞
在
、
二
〇
日
摂
津
を

発
ち
二
五
日
赤
間
﨑
、
月
末
に
帰
郷
（『
魯
寮
稿
』
二
）。
そ
の
途
中
、

南
予
州
辺
で
は
荒
波
で
蔵
書
一
千
巻
余
巻
を
潮
水
に
濡
ら
し
損
壊
を
こ

う
む
っ
た
（「
答
鶴
元
偲
」『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

一
一
月
、「
魯
寮
別
集
詩
序
」（『
魯
寮
稿
』
二
）。

 

一
一
月
二
三
日
、
桐
野
山
智
雲
上
人
（
多
久
）
を
尋
ね
る
が
留
守
で
、

壁
間
に
清
人
伊
孚
九
の
書
が
有
り
次
韻
す
る
（『
魯
寮
稿
』
二
）。

延
享
二
年
乙
丑
（
一
七
四
五
）
六
八
歳
。

 

初
春
頃
か
？
『
魯
寮
文
集
』
二
巻
二
冊
刊
行
（
京
都　

額
田
正
三
郎
）。

 

＊
四
月
一
七
日
、
宇
野
士
新
、
洛
外
に
て
没
す
。
四
八
歳
（『
魯
寮
稿
』

三
）、（
大
典
「
明
霞
遺
稿
序
」『
小
雲
棲
稿
』
巻
七
）。

 

孟
夏
、
長
崎
へ
赴
き
大
音
寺
玄
海
上
人
を
訪
問
、
贈
答
詩
あ
り
。
分
紫

山
福
済
寺
に
滞
在
し
田
邊
桑
渓
・
村
岡
重
徳
・
向
井
元
仲
・
沈
草
亭
・

伊
孚
九
ら
清
人
と
も
交
遊
す
る
。
こ
の
間
、
長
崎
で
の
所
懐
・
詩
賦
多

し
（『
魯
寮
稿
』
二
、
三
、
六
）。

 

八
月
一
八
日
、
樊
子
執
（
高
尾
嘉
左
衛
門
）
の
父
樊
子
範
（
高
尾
甚
八
、

法
名
値
圓
通
院
温
知
日
得
居
士
）
の
小
祥
諱
辰
を
追
薦
す
る
（『
魯
寮

稿
』
三
）。
九
月
中
、「
九
淵
集
」、「
平
志
和
詩
稿
序
」
を
草
す
（『
魯
寮

稿
』
三
）。

 
九
月
九
日
、
諏
訪
神
会
を
見
物
、
同
一
一
日
、
雨
森
芳
洲
に
書
簡
。
同

一
五
日
、
平
野
志
和
（
四
〇
年
前
に
國
思
靖
に
華
音
を
学
ん
だ
同
学
の
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子
）
に
返
書
（『
魯
寮
稿
』
三
）。
九
月
二
二
日
、
一
〇
月
三
日
、
體
性

寺
に
て
詩
会
（『
魯
寮
稿
』
三
）。

 

＊
一
〇
月
七
日
、
福
岡
藩
儒
竹
田
春
庵
没
す
、
八
五
歳
。

 
一
〇
月
、
長
崎
の
諸
友
と
樊
子
執
（
高
尾
嘉
左
衛
門
）
亭
に
集
う
。
孟

冬
、
文
孚
明
の
館
を
発
ち
松
浦
へ
帰
る
（『
魯
寮
稿
』
三
）。

 

一
一
月
一
日
、
洛
の
書
林
田
中
氏
の
需
め
で
近
江
の
泰
宇
道
瑞
の
集
に

「
詩
家
音
律
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
三
）。

延
享
三
年
丙
寅
（
一
七
四
六
）
六
九
歳
。

 

松
浦
に
て
「
丙
寅
元
旦
」
の
詩
が
あ
り
、
三
月
ま
で
神
光
院
終
南
・
方

広
雲
峯
ら
と
の
書
簡
の
往
復
あ
り
（『
魯
寮
稿
』
三
）。

 

春
頃
、
春
庵
か
ら
の
書
簡
を
見
ず
、
そ
の
死
を
知
ら
ず
、
後
悔
の
書
「
答

竹
田
先
生
書
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
四
）。

 

八
月
、「
辨
霊
隠
晦
山
顕
和
尚
復
禅
通
𠝏
叟
是
禅
師
書
」
を
書
く
（『
魯

寮
稿
』
四
）。

 

八
月
二
〇
日
、
福
源
寺
の
文
瑞
禅
師
へ
返
韻
（『
魯
寮
稿
』
四
）。

 

仲
冬
、
松
浦
よ
り
帰
り
途
中
桐
野
山
を
訪
れ
る
（『
魯
寮
稿
』
四
）。

 

＊
一
二
月
一
一
日
、
體
真
尼
示
寂
、
六
七
歳
（『
魯
寮
稿
』
四
）。

 

こ
の
年
「
石
叔
担
唐
詩
礎
序
」（『
唐
詩
礎
』
二
巻
、『
西
溟
余
稿
』
文
部

一
）
を
書
く
。

 

一
二
月
二
五
日
、「
除
夕
作
」
の
排
律
、
雪
の
歌
二
首
「
柴
の
戸
を
～
」

「
ふ
か
き
夜
の
～
」
あ
り
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

一
二
月
二
七
日
、
大
潮
が
先
師
の
墓
参
に
蓮
池
に
行
き
留
守
中
、
廬
を

守
っ
て
い
た
侍
者
の
僧
玄
珪
が
三
人
の
悪
僧
（
法
姪
紫
石
の
弟
子
）
に

殺
さ
れ
放
火
さ
れ
た
事
件
の
内
実
と
侘
び
の
復
書
（「
復
實
松
父
子
書
」

「
復
祐
徳
東
溟
禅
師
」『
魯
寮
稿
』
四
、
五
、
六
）。

延
享
四
年
丁
卯
（
一
七
四
七
）
七
〇
歳
。

 

一
月
九
日
、
唐
大
通
事
林
百
載
（
一
六
八
九－

一
七
四
七
）
没
、
五
九

歳
（『
唐
通
事
家
系
論
攷
』）。「
弔
平
叔
雍
」（『
魯
寮
稿
』
四
）。

 

一
月
一
〇
日
、
母
鏡
月
元
照
禅
尼
伊
万
里
郷
に
て
没
、
享
年
八
八
。
同

一
二
日
に
蓮
池
で
大
潮
訃
報
を
受
け
、
一
五
日
古
郷
へ
帰
る
（「
悼
母
氏

并
序
」『
魯
寮
稿
』
五
）。「
悼
母
氏
并
序
」
を
作
る
。
同
月
一
五
日
、
蓮

池
を
発
ち
駆
け
つ
け
る
（『
魯
寮
稿
』
四
）。

 

四
月
六
日
、
岡
白
駒
（
千
里
）
に
『
西
溟
余
稿
』
の
序
文
を
依
頼
す
る

書
簡
を
書
き
、
六
月
一
三
日
清
書
（『
魯
寮
稿
』
四
）。『
西
溟
余
稿
』
文

之
部
一
に
掲
載
さ
れ
る
。

 

四
月
一
八
日
、
金
立
山
に
移
居
、
五
月
四
日
下
り
、
桐
野
山
を
経
て
一

〇
日
に
松
浦
へ
帰
る
（『
魯
寮
稿
』
四
）。

 

五
月
二
二
日
、
二
月
七
日
付
け
の
賣
茶
翁
書
簡
に
復
す
（「
復
賣
茶
翁

書
」『
魯
寮
稿
』
四
）。

 

六
月
一
三
日
、
下
村
道
瑞
の
『
詩
家
音
律
』
二
巻
に
つ
き
評
価
す
る

（「
復
下
村
道
瑞
医
士
」『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

六
月
一
七
日
、
神
光
院
終
南
法
姪
に
書
物
の
校
正
の
難
し
さ
を
三
年
前

上
梓
の
『
魯
寮
別
集
』
を
例
に
示
す
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

七
月
三
日
、
岡
千
里
に
、
同
じ
こ
ろ
大
典
に
書
簡
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

七
月
、
医
師
「
花
房
雲
光
秋
白
墓
碣
銘
」
を
書
く
。
三
〇
余
年
長
崎
に

在
り
、
清
人
沈
爕
庵
と
善
く
交
遊
し
た
こ
と
を
記
す
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

八
月
一
五
日
、
金
立
山
房
に
て
月
を
詠
む
二
首
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 
八
月
二
七
日
、
疾
に
よ
り
金
立
山
房
に
臥
し
、
先
師
化
霖
道
龍
に
侍
し
、
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達
磨
西
来
と
国
師
隠
元
禅
師
東
渡
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
夢
を
見
る

（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

一
〇
月
四
日
、
佐
賀
藩
多
久
教
授
・
實
松
晋
亭
歿
す
、
四
七
歳
。「
悼
恭

靖
先
生
晋
亭
并
序
」
を
書
す
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 
一
一
月
三
日
、「
和
高
君
秉
見
寄
」
の
下
に
「
長
崎
船
津
町
、
高
村
忠

蔵
、
名
彜
」
と
記
し
て
詩
あ
り
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

一
一
月
九
日
、
龍
津
寺
開
山
先
師
諱
景
の
辰
の
前
日
、
金
立
か
ら
蓮
池

に
到
り
、
詩
あ
り
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

一
一
月
一
〇
日
、『
藤
皐
印
譜
』
に
後
序
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

一
一
月
一
七
日
、
龍
津
寺
に
お
い
て
「
立
名
辨
」
を
書
く
。
蓮
池
藩
第

四
代
藩
主
・
鍋
島
直
恒
の
嫡
子
直
之
助
の
名
を
「
直
興
」
と
す
べ
き
と

主
張
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

一
二
月
、
京
洛
よ
り
無
参
禅
人
が
来
て
木
彫
の
釈
迦
像
を
も
た
ら
す
に

よ
り
「
無
参
得
木
仏
頭
記
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

一
二
月
二
二
日
、
先
慈
鏡
月
元
照
禅
尼
の
初
度
の
辰
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

寛
延
元
年
・
延
享
五
戊
辰
年
（
一
七
四
八
）
七
一
歳
。

 

一
月
二
日
、
蓮
池
に
行
き
先
師
塔
に
詣
る
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

一
月
七
日
、
國
思
靖
先
生
の
忌
辰
を
祭
る
（『
魯
寮
稿
』
四
、
五
）。

 

一
月
一
〇
日
、
先
慈
鏡
月
元
照
禅
尼
の
小
祥
辰
詩
三
首
追
薦
す
る
（『
魯

寮
稿
』
五
）。

 

二
月
一
八
日
、「
春
雨
懐
京
洛
津
南
諸
友
」
を
詠
む
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

春
、『
西
溟
余
稿
』
文
部
三
冊
刊
（
京
都
寺
町
松
原
下　

田
中
甚
兵
衛
／

寺
町
松
原
上　

辻
井
吉
右
衛
門
）。

 

三
月
三
日
、
肥
後
廬
山
東
林
寺
（
黄
檗
宗
、
人
吉
市
浪
床
町
）「
雙
鶴
亭

記
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

三
月
一
三
日
、
東
林
寺
に
て
「
山
中
座
雨
」
な
ど
詠
む
（『
魯
寮
稿
』
六
）。

 

三
月
晦
日
、
京
洛
の
旧
友
か
ら
書
簡
数
函
を
得
る
（『
魯
寮
稿
』
六
）。

 

晩
春
、
三
年
前
（
延
享
二
年
）
瓊
浦
か
ら
持
ち
帰
っ
た
海
棠
の
花
が
初

め
て
咲
い
た
詩
を
詠
む
（『
魯
寮
稿
』
六
）。

 

四
月
一
日
、「
跋
江
副
氏
族
譜
後
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
五
）。

 

四
月
五
日
、
金
立
山
房
壁
に
詠
詩
（『
魯
寮
稿
』
六
）。

 

四
月
一
〇
日
、「
龍
津
旧
院
座
雨
」
二
首
。
同
月
下
旬
ま
で
病
中
に
あ
る

（『
魯
寮
稿
』
六
）。

 

＊
五
月
一
七
日
、
無
染
浄
善
示
寂
。
七
二
歳
。

 

＊
八
月
、
売
茶
翁
『
梅
山
種
茶
譜
略
』
を
著
す
。

 

＊
一
〇
月
、
大
典
編
『
明
霞
先
生
遺
稿
』
八
巻
刊
（
平
安
書
肆
田
原
重

兵
衛
謹
刻
）。

寛
延
二
年
己
巳
（
一
七
四
九
）
七
二
歳
。

 

＊
五
月
、『
東
野
遺
稿
』
三
巻
刊
（
江
都
書
肆
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
）。

 

＊
一
〇
月
一
六
日
、
蓮
池
藩
主
第
四
代
・
鍋
島
直
恒
、
江
戸
に
て
卒
す
、

四
九
歳
。

 

一
一
月
一
七
日
、
鍋
島
直
之
助
直
興
、
僧
紫
石
浄
介
に
請
い
蓮
池
城
中

に
て
鍋
島
直
恒
の
法
諱
を
龍
華
院
實
巌
玄
成
大
居
士
と
し
焼
香
す
る

（『
魯
寮
稿
』
六
）。

 

一
一
月
二
七
日
、
鍋
島
直
興
の
請
い
に
よ
り
金
立
山
自
慶
禅
庵
に
て
一

門
の
先
霊
を
祀
る
（『
魯
寮
稿
』
六
）。

 
こ
の
年
、「
復
高
隠
士
賣
茶
翁
游
外
」
を
書
く
カ
（『
魯
寮
稿
』
七
）。

寛
延
三
年
庚
午
（
一
七
五
〇
）
七
三
歳
。
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三
月
三
日
、
松
浦
に
て
『
金
龍
尺
牘
集
』
序
を
草
す
（『
金
龍
尺
牘
集
』

上
）。

 

＊
三
月
二
二
日
、
鍋
島
直
興
（
一
七
三
〇－

一
七
五
七
）
蓮
池
藩
第
五

代
藩
主
を
継
ぐ
。

 
五
月
、
蓮
池
に
出
る
（『
魯
寮
稿
』
七
）。

 

六
月
一
一
日
、
寶
壽
山
に
滞
在
中
、
三
〇
年
前
京
畿
に
て
病
死
し
た
岡

嶋
冠
山
を
夢
に
見
る
。
夢
中
、
冠
山
は
文
事
に
言
及
し
喜
々
と
し
て
い

た
と
い
う
（『
魯
寮
稿
』
七
）。

 

七
月
、
長
崎
の
永
田
島
仙
の
印
譜
に
序
文
を
書
く
（「
島
仙
印
譜
序
」

（『
魯
寮
稿
』
七
）。

 

八
月
、「
黄
檗
百
癡
禅
師
三
會
語
録
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
七
）。
同

じ
頃
、「
復
黄
檗
百
癡
和
尚
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
七
）。

 

八
月
一
五
日
、
龍
津
寺
で
賞
月
（『
魯
寮
稿
』
七
）。

 

九
月
一
七
日
、「
答
圓
明
法
姪
紫
石
法
姪
書
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
七
）。

 

九
月
一
八
日
、
賣
茶
翁
か
ら
の
七
月
五
日
付
け
書
簡
を
得
る
（『
魯
寮

稿
』
七
）。

 

一
一
月
一
三
日
、
医
師
武
宮
元
駿
の
詩
に
つ
き
唐
明
の
格
調
あ
り
と
評

す
（「
与
武
宮
醫
士
元
駿
」（『
魯
寮
稿
』
七
）。

寛
延
四
年
・
宝
暦
元
年
辛
未
（
一
七
五
一
）
七
四
歳
。

 

元
旦
、
前
年
二
七
日
に
松
浦
に
帰
り
、
新
年
を
迎
え
る
。
同
五
日
、「
寄

賣
茶
翁
遊
外
老
隠
士
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
七
）。

 

三
月
、「
金
龍
尺
牘
集
序
」、「
介
石
常
棣
篇
序
」「
跋
心
學
典
論
外
魔
總

序
後
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
七
）。
蓮
池
北
小
路
に
小
庵
を
結
ぶ
。

 

春
日
、
石
淑
潭
「
重
刻
唐
詩
礎
跋
」、
同
春
「
跋
大
義
禅
師
毒
鼓
録
後
」

を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
七
）。

 

四
月
一
一
日
、「
張
継
詩
、夜
半
鐘
聲
解
後
記
」
を
書
く（『
魯
寮
稿
』七
）。

 

四
月
二
〇
日
、
松
浦
を
発
ち
桐
野
山
に
到
る
。
同
月
二
十
六
日
金
立
山

房
に
帰
る
（「
帰
来
吟
二
首
」『
魯
寮
稿
』
七
）。

 

五
月
、
黄
檗
百
癡
元
拙
和
尚
、
日
光
法
親
王
に
請
わ
れ
黄
檗
本
山
の
第

十
六
代
と
な
る
（「
答
黄
檗
百
癡
和
尚
」『
魯
寮
稿
』
七
）。

 

八
月
、
鍋
島
甲
斐
守
直
興
の
求
め
に
よ
り
「
学
則
」
を
草
す
（『
魯
寮

稿
』
七
）。

 

九
月
二
日
、「
懐
京
洛
諸
友
」
を
詠
む
（『
魯
寮
稿
』
七
）。

 

九
月
一
三
日
、
蓮
池
よ
り
帰
り
「
山
房
賞
月
、
二
首
」（『
魯
寮
稿
』
七
）。

宝
暦
二
年
壬
申
（
一
七
五
二
）
七
五
歳
。

 

二
月
朔
日
、「
正
覚
山
宗
眼
寺
之
記
」
を
書
く
（『
西
溟
余
稿
』
文
部
二
）。

宝
暦
三
年
癸
酉
（
一
七
五
三
）
七
六
歳
。

 

三
月
初
旬
、
長
崎
を
一
〇
年
ぶ
り
に
訪
れ
、
す
で
に
長
逝
し
た
唐
通
事

林
百
載
・
平
叔
雍
・
張
道
智
ら
旧
故
輩
た
ち
を
偲
ぶ
（「
瓊
浦
有
感
并

序
」『
瓊
浦
游
艸
』）。

 

四
月
二
日
、
分
紫
山
福
済
寺
の
塔
頭
永
聖
院
に
遊
び
、
同
九
日
は
高
君

秉
宅
を
訪
問
、
そ
の
後
唐
通
事
た
ち
と
の
贈
答
が
催
さ
れ
る
（「
四
月
九

日
訪
高
君
秉
席
上
賦
贈
」『
瓊
浦
游
艸
』）。
四
月
か
ら
、
君
秉
の
世
話
で

魚
街
玉
氏
別
荘
で
病
気
静
養
す
る
（
同
上
）。

 

五
月
、
眞
子
栢
亭
に
滞
在
し
、
詩
会
を
楽
し
む
（『
瓊
浦
游
艸
』）。

 

六
月
一
五
日
、
肥
前
長
崎
「
香
焼
山
圓
福
禅
寺
記
」
を
書
く
（『
瓊
浦
游

艸
』・『
魯
寮
稿
』
八
）。

 
六
月
、
長
崎
聖
堂
の
『
輔
仁
堂
小
集
』
を
読
む
（『
瓊
浦
游
艸
』）。
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七
月
三
日
、「
瓊
浦
対
雨
聊
述
所
思
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
三
）。

 

七
月
穀
旦
、
肥
前
多
久
「
桐
野
山
妙
覚
寺
記
」
を
書
く
（『
瓊
浦
游
艸
』）。

 

七
月
六
日
～
下
旬
ま
で
沈
草
亭
、
伊
孚
九
ら
と
交
わ
り
瓊
浦
の
友
人
宅

を
転
々
と
詩
会
を
楽
し
む
（『
魯
寮
稿
』
三
）。

 
八
月
二
日
、
高
暘
谷
（
渡
辺
忠
蔵
）
の
子
没
し
、
詩
十
三
首
を
詠
み
、

大
潮
評
す
（「
評
高
君
秉
哭
児
詩
」『
瓊
浦
游
艸
』『
魯
寮
稿
』
八
）。

 

八
月
一
五
日
、
永
聖
院
で
月
見
、
伊
孚
九
ら
華
客
ら
を
交
え
て
詩
の
唱

酬
（『
瓊
浦
游
艸
』）。

 

八
月
二
三
日
、
筑
後
町
の
文
孚
明
（
村
岡
重
徳
）
の
幽
軒
に
滞
在
し
勝

景
を
楽
し
む
（「
与
村
岡
生
」『
魯
寮
稿
』
三
）。

 

八
月
二
七
日
、
田
邊
桑
溪
宅
で
詩
会
（『
魯
寮
稿
』
三
）。

 

八
月
、「
永
聖
第
三
代
院
主
廓
堂
禅
師
音
公
像
賛
并
序
」（『
瓊
浦
游
艸
』

『
魯
寮
稿
』
八
）。

 

九
月
九
日
、
瓊
浦
神
会
（
く
ん
ち
）
を
観
る
（『
瓊
浦
游
艸
』『
魯
寮
稿
』

三
）。

 

九
月
一
五
日
、
長
崎
清
水
伯
民
（
利
右
衛
門
、
逸
）
の
印
譜
に
「
雕
蟲

館
印
譜
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
八
）。

 

一
〇
月
、「
子
柏
詩
集
序
」
を
書
く
。
こ
の
間
、
高
君
秉
・
眞
子
柏
・
樊

彦
卿
ら
と
雅
交
（『
瓊
浦
游
艸
』『
魯
寮
稿
』
八
）。

 

一
二
月
一
三
日
、
樊
彦
卿
の
求
め
に
応
じ
「
座
右
銘
」
を
書
く
（『
魯
寮

稿
』
八
）。

 

一
二
月
二
〇
日
、光
永
寺
に
て
諸
子
集
ま
り
詩
会
あ
り
（『
瓊
浦
游
艸
』）。

 

一
二
月
晦
日
、
福
済
寺
紫
雲
亭
に
て
年
越
し
の
詩
を
詠
む
（『
瓊
浦
游

艸
』）。

宝
暦
四
年
甲
戌
（
一
七
五
四
）
七
七
歳
。

 

正
月
吉
旦
、
長
崎
で
春
を
迎
え
（『
瓊
浦
游
艸
』）、「
無
隠
禅
師
四
會
語

録
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
七
）。

 

三
月
八
日
、「
子
柏
詩
集
序
」
を
清
書
。
三
月
中
旬
、
高
君
秉
ら
諸
子
と

留
別
し
、
長
崎
を
去
る
（『
瓊
浦
游
艸
』『
魯
寮
稿
』
八
）。

 

四
月
八
日
、「
西
浦
略
集
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
九
）。

 

八
月
一
三
日
、
大
潮
の
実
弟
浦
郷
實
友
の
墓
碑
銘
「
一
麟
浄
超
居
士
墓

碑
銘
」
を
書
く
。
實
友
は
貞
享
二
年
伊
万
里
の
生
ま
れ
。
宝
暦
四
年
七

月
九
日
卒
す
。
享
年
七
〇
（『
魯
寮
稿
』
九
）。

 

一
〇
月
、『
金
龍
尺
牘
集
』
二
巻
刊
（
長
州
瑞
雲
山
太
寧
護
国
禅
寺
蔵

版
）。
同
月
、「
跋
武
元
元
駿
詩
巻
後
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
九
）。

 

一
一
月
、「
書
大
般
若
経
櫃
」
を
瑞
光
寺
住
持
の
代
り
書
く
（『
魯
寮
稿
』

九
）。

 

一
二
月
一
一
日
、
壽
柏
元
剛
禅
尼
、
祖
母
浄
観
妙
厳
尼
の
三
十
三
年
忌

を
法
要
す
る
（『
魯
寮
稿
』
九
）。

宝
暦
五
年
乙
亥
（
一
七
五
五
）
七
八
歳
。

 

五
月
八
日
、
上
田
布
施
に
長
淵
寺
竣
工
、
大
潮
が
開
山
と
な
る
「
甘
露

大
潮
和
南
、
撰
于
太
寧
山
寺
松
竹
窓
下
、
与
諸
徒
子
」（『
魯
寮
稿
』
十
）。

 

夏
ご
ろ
、「
評
暘
谷
高
生
奉
沈
帰
愚
書
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
九
）。

 

八
月
二
三
日
、
高
暘
谷
の
近
稿
一
巻
を
批
評
す
る
（「
評
高
生
暘
谷
近

稿
」『
魯
寮
稿
』
九
）。

 

＊
九
月
四
日
、
売
茶
翁
（
八
一
歳
）
仙
窠
を
焼
却
し
茶
を
売
る
こ
と
を

止
め
る
（『
賣
茶
翁
偈
語
』）。

 
一
二
月
一
日
、「
湛
叟
禅
師
十
境
偈
引
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
九
）。
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一
二
月
一
一
日
、
浄
看
妙
厳
（
大
潮
の
祖
母
）
の
祖
母
壽
柏
元
剛
禅
尼

の
三
十
三
年
忌
辰
を
代
わ
っ
て
書
く
（『
魯
寮
稿
』
九
）。

宝
暦
六
年
丙
子
（
一
七
五
六
）
七
九
歳
。

 
一
月
頃
、
病
気
の
た
め
長
崎
よ
り
肥
前
に
帰
る
。
こ
の
年
、
亀
井
道
哉

（
南
冥
）（
一
四
歳
）
大
潮
に
学
ぶ
（『
魯
寮
稿
』
十
一
）。

 

二
月
、
医
師
原
公
瑶
の
史
論
「
桂
館
野
乗
」、
及
び
三
村
親
信
「
嘯
傲
軒

稿
」
に
序
文
を
寄
せ
る
（『
魯
寮
稿
』
九
）。

 

九
月
二
日
、
姉
川
を
発
ち
蓮
池
に
帰
る
。
九
月
九
日
、
城
北
の
精
廬
で

即
事
（『
魯
寮
稿
』
十
一
）。

 

九
月
一
三
夜
、
龍
津
寺
で
賞
月
（『
魯
寮
稿
』
十
一
）。

 

九
月
、「
向
井
道
永
居
士
画
像
賛
并
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
十
三
）。

 

一
〇
月
、「
版
居
士
巻
軸
序
」
を
草
す
（『
魯
寮
稿
』
十
）。

 

一
〇
月
九
日
、
龍
津
寺
開
山
先
師
の
諱
辰
を
催
す
（『
魯
寮
稿
』
十
一
）。

 

一
二
月
六
日
に
桐
野
山
妙
覚
寺
（
多
久
市
）
に
往
き
、
一
〇
日
、
同
寺

か
ら
牛
津
港
へ
赴
く
（『
魯
寮
稿
』
十
一
）。

宝
暦
七
年
丁
丑
（
一
七
五
七
）
八
〇
歳
。

 

一
月
六
日
、
龍
津
寺
に
お
い
て
大
潮
八
〇
歳
の
祝
寿
あ
り
、
二
月
六
日

二
、
三
の
諸
弟
子
参
集
す
。
法
語
を
示
す
（『
魯
寮
稿
』
十
、
十
一
）。

 

二
月
二
九
日
、
本
多
猗
蘭
侯
逝
去
、
六
七
歳
。
大
潮
は
八
月
に
知
り
追

悼
（「
猗
蘭
藤
侯
哀
詞
并
序
」『
魯
寮
稿
』
十
一
）。

 

五
月
五
日
か
ら
姉
川
に
滞
在
し
、
同
月
九
日
に
蓮
池
に
帰
る
（『
魯
寮

稿
』
十
一
）。

 

七
月
一
八
日
、
蓮
池
侯
大
慈
院
鐵
舩
廣
濟
大
居
士
、
終
七
忌
辰
の
偈
を

薦
む
（『
魯
寮
稿
』
十
一
）。

 

八
月
、
称
念
教
寺
第
十
五
世
、
澄
誉
上
人
記
念
の
「
常
夜
燈
并
序
」
を

撰
す
（『
魯
寮
稿
』
十
）。

 

八
月
、「
猗
蘭
藤
侯
哀
詞
并
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
十
一
）。

 

八
月
二
七
日
、
原
尚
菴
よ
り
猗
蘭
侯
・
高
野
蘭
亭
・
寶
泉
州
法
姪
か
ら

大
潮
八
〇
の
壽
詩
あ
る
を
受
け
る
（『
魯
寮
稿
』
十
一
）。

 

九
月
一
日
、
原
公
瑶
の
「
叢
桂
館
詩
軌
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
十
）。

 

一
〇
月
七
日
、「
讀
蘭
蘂
藤
侯
遺
稿
并
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
十
一
）。

 

一
〇
月
一
六
日
、
雪
峯
大
渓
禅
師
示
寂
（『
魯
寮
稿
』
十
一
）。

 

一
〇
月
二
二
日
、
姉
川
へ
行
き
同
月
二
八
日
頃
ま
で
滞
在
す
る
（『
魯
寮

稿
』
十
一
）。

 

一
一
月
下
旬
、
法
泉
悟
心
禅
師
へ
の
返
信
に
『
西
溟
余
稿
』
詩
部
が
未

刻
で
待
っ
て
い
る
事
を
記
す
（『
魯
寮
稿
』
十
）。

 

一
二
月
九
日
、「
送
守
庸
禅
人
序
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
十
）。

宝
暦
八
年
戊
寅
（
一
七
五
八
）
八
一
歳
。

 

正
月
下
旬
、「
憶
昔
并
引
」
で
東
都
で
の
八
年
の
諸
賢
と
の
交
遊
を
回
顧

す
る
（『
魯
寮
稿
』
十
一
）。

 

春
、『
西
溟
余
稿
』
詩
部
二
冊
刊
（
尚
古
堂
田
中
甚
兵
衛
他
）。

 

五
月
二
五
日
、
姉
川
吉
祥
寺
へ
赴
く
。
宇
野
士
新
『
左
傳
考
』
の
序
文

を
草
す
（「
左
傳
考
序
」『
魯
寮
稿
』
十
）。
同
日
、
大
典
（
梅
荘
西
堂
）

か
ら
の
書
信
「
答
大
潮
和
尚
」（『
小
雲
棲
稿
』
巻
十
一
）
に
二
月
中
旬
頃
、

高
階
暘
谷
宅
に
来
訪
者
多
く
俊
逸
の
様
子
を
報
ず
（『
魯
寮
稿
』
十
）。

 

五
月
、
高
暘
谷
の
「
清
沈
確
士
七
子
詩
選
跋
」、
及
び
宇
野
士
新
の
『
左

伝
考
』
の
序
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
十
）。

 
五
月
二
五
日
、「
復
真
如
梅
荘
西
堂
書
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
十
）。
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七
月
三
日
、「
立
秋
夜
、
憶
月
海
兄
」
五
律
詩
あ
り
（『
魯
寮
稿
』
十
二
）。

 

九
月
二
日
、
姉
川
を
発
ち
蓮
池
に
帰
る
（『
魯
寮
稿
』
十
一
）。

 

九
月
、「
寄
壽
真
野
俊
菴
国
手
七
十
」（『
魯
寮
稿
』
十
二
）。

 
一
〇
月
五
日
、
六
月
い
ら
い
小
瘡
を
病
ん
で
服
薬
す
る
こ
と
三
月
に
な

る
が
癒
え
ず
薬
湯
に
入
る
（「
於
浴
桶
偶
成
并
引
」『
魯
寮
稿
』
十
二
）。

 

一
二
月
、
宇
野
士
新
の
『
左
伝
考
』
に
序
を
寄
せ
る
（『
魯
寮
稿
』
十

三
）。

宝
暦
九
年
己
卯
（
一
七
五
九
）
八
二
歳
。

 

一
月
六
日
、「
生
日
写
懐
、
余
今
年
八
十
二
矣
」（『
魯
寮
稿
』
十
二
）。

 

一
月
一
〇
日
、
母
、
鏡
月
元
照
禅
尼
の
十
三
年
忌
辰
の
詩
偈
（『
魯
寮

稿
』
十
二
）。

 

四
月
七
日
、
蓮
池
よ
り
姉
川
へ
行
く
。
一
二
日
、
姉
川
に
遊
ぶ
（『
魯
寮

稿
』
十
二
）。

 

＊
六
月
二
一
日
、
服
部
南
郭
没
、
七
七
歳
。

 

七
月
六
日
、
佐
嘉
よ
り
嬉
野
に
赴
く
途
中
早
涼
の
感
生
じ
、
杜
少
陵
詩

「
七
月
六
日
苦
炎
熱
」（「
早
秋
苦
熱
、
堆
案
相
仍
」『
杜
少
陵
詩
集
』
巻

六
）
を
思
い
浮
か
べ
る
。
嬉
野
温
泉
で
湿
瘡
を
治
療
す
る
（『
魯
寮
稿
』

十
二
）。

 

一
〇
月
三
日
、「
懐
高
隠
士
遊
外
」
を
記
す
（『
魯
寮
稿
』
十
二
）。

 

一
〇
月
二
三
日
、
筑
後
の
武
宮
元
駿
よ
り
書
簡
に
芙
蓉
山
図
の
七
言
詩

あ
り
、
賦
詩
を
返
す
（『
魯
寮
稿
』
十
二
）。

 

一
一
月
、「
夢
見
河
水
記
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
十
三
）。

 

一
二
月
、「
歳
暮
憶
京
洛
高
隠
士
遊
外
」
を
賦
す
（『
魯
寮
稿
』
十
二
）。

宝
暦
一
〇
年
庚
辰
（
一
七
六
〇
）
八
三
歳
。

 

一
月
、
雪
の
よ
う
な
白
髪
に
な
っ
た
と
い
う
（「
新
正
偶
然
作
」（『
魯
寮

稿
』
十
二
）。

 

＊
四
月
、
唐
通
事
樊
子
執
（
高
尾
嘉
左
衛
門
）『
長
崎
實
録
大
成
』
叙
を

書
く
。

 

＊
五
月
三
日
、
家
重
の
隠
居
に
よ
り
徳
川
家
治
後
を
継
ぎ
、
九
月
二
日

第
十
代
将
軍
職
に
就
く
。

 

五
月
二
八
日
、
諸
才
子
、
龍
津
寺
の
大
潮
の
も
と
を
訪
れ
分
題
賦
詩
す

（『
魯
寮
稿
』
十
四
）。

 

こ
の
年
か
、「
書
亀
道
哉
詩
文
稿
後
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
十
三
）。

 

八
月
、「
退
蔵
峯
天
桂
禅
師
石
墳
碑
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
十
三
）。

 

＊
八
月
、
田
邊
茂
啓
『
長
崎
實
録
大
成
』
自
叙
を
書
く
。

 

八
月
末
、「
和
亀
才
子
道
哉
、
庚
辰
除
日
前
四
日
、
見
懐
之
作
、
却
寄
三

首
」（『
魯
寮
稿
』
十
四
）。

 

九
月
、
天
草
の
中
村
維
明
の
詩
集
に
「
頥
亭
集
序
」
を
書
く
（『
魯
寮

稿
』
十
三
）。

 

九
月
、
勢
南
の
張
雅
亮
の
著
書
に
つ
き
「
張
子
解
老
序
」
を
書
く
（『
魯

寮
稿
』
十
三
）。

 

一
一
月
、「
題
清
沈
歸
愚
及
清
七
才
子
和
吾
本
邦
高
暘
谷
詩
巻
後
」
を
書

く
（『
魯
寮
稿
』
十
三
）。

 

一
一
月
、「
贈
藤
維
敬
才
子
序
」
を
書
く
。（『
魯
寮
稿
』
十
三
）。

 

一
二
月
二
七
日
、
龍
津
寺
第
四
代
住
持
紫
石
浄
介
示
寂
す
。
六
三
歳

（「
為
龍
津
紫
石
法
姪
起
龕
『
魯
寮
稿
』
十
三
）。

宝
暦
一
一
年
辛
巳
（
一
七
六
一
）
八
四
歳
。

 
一
月
一
六
日
、「
菅
神
右
相
金
書
菅
家
系
譜
跋
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
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十
三
）。

 

三
月
、「
北
山
白
甫
氏
家
蔵
如
意
記
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
十
三
）。

 

四
月
一
五
日
、「
垂
裕
亭
看
月
、
得
韻
樓
字
」（『
魯
寮
稿
』
十
四
）。

 
＊
六
月
、
蓮
池
藩
主
第
六
代
鍋
島
直
寬
、
大
潮
に
二
人
扶
持
を
与
え
て

優
遇
、
大
潮
儒
書
を
講
ず
。

 

＊
九
月
、
大
典
『
昨
非
集
』
二
巻
を
浪
花
の
蒹
葭
堂
か
ら
出
刊
（
宝
暦

辛
巳
秋
浪
華
／
木
氏
蒹
葭
堂
雕
梓
）。

 

一
〇
月
、『
魯
寮
尺
牘
集
』
上
下
巻
二
冊
刊
（
京
師
書
肆　

寺
町
五
條
上

ル　

田
中
甚
兵
衛
・
寺
町
松
原
下
ル　

梅
村
三
郎
兵
衛　

梓
行
）。

 

一
〇
月
一
九
日
、
亀
井
道
哉
、
家
弟
毅
郷
を
つ
れ
て
来
謁
す
る
（『
魯
寮

稿
』
十
四
）。

宝
暦
一
二
年
壬
午
（
一
七
六
二
）
八
五
歳
。

 

一
月
一
日
、
龍
津
寺
大
殿
に
て
「
壬
午
元
日
」
詩
を
詠
む
（『
魯
寮
稿
』

十
四
）。

 

三
月
、
永
富
獨
嘯
菴
の
著
に
「
跋
臥
癖
五
篇
後
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』

十
四
）。

 

三
月
二
六
日
、
友
人
か
ら
服
部
南
郭
の
詩
に
つ
い
て
問
わ
れ
、
当
代
右

に
出
る
者
が
な
い
詩
人
で
于
鱗
調
だ
が
平
仄
を
失
す
る
詩
が
あ
る
な
ど

と
評
す
（「
答
友
人
書
」『
魯
寮
稿
』
十
四
）。

 

三
月
、
筑
前
の
長
尾
武
治
著
に
序
文
を
書
く
（「
萬
叢
拾
遺
序
」『
魯
寮

稿
』
十
四
）。

 

閏
四
月
、
旱
魃
で
藩
主
の
命
を
受
け
雨
乞
い
す
る
（『
魯
寮
稿
』
十
五
）。

 

八
月
一
二
日
、
夢
に
先
師
を
見
る
。
同
十
五
夜
、
法
兄
月
海
を
思
う
詩

あ
り
（『
魯
寮
稿
』
十
五
）。

 

秋
、
蓮
池
よ
り
瓊
浦
に
往
く
折
、
安
芸
の
平
賀
房
夫
（
晋
民
）
の
旧
稿

四
巻
の
初
編
五
言
、
七
言
の
数
百
首
を
評
す
（『
魯
寮
稿
』
十
五
）。

 

一
一
月
、「
評
黄
孟
徴
詩
二
十
四
首
稿
」
を
書
く
。
木
下
順
庵
が
出
て
、

扶
桑
の
詩
は
唐
を
慕
い
、
新
井
白
石
・
荻
生
徂
徠
・
祇
園
南
海
・
安
藤

東
野
・
山
縣
周
南
・
石
河
叔
潭
・
服
部
南
郭
ら
が
東
都
に
集
挙
し
た
。

そ
の
後
、
魏
晋
詩
の
流
も
あ
っ
た
が
風
調
は
や
や
異
な
っ
た
。
し
か
し

皆
歿
し
て
久
し
い
。
今
は
原
公
瑤
・
高
君
秉
が
西
海
に
出
て
そ
の
才
を

漲
ら
せ
て
い
る
と
評
す
（『
魯
寮
稿
』
十
五
）。

 

秋
、
高
暘
谷
妻
没
す
。
法
名
真
室
負
光
大
姉
。
追
悼
詩
三
編
あ
り
。
冬
、

東
都
の
高
蘭
亭
・
徂
徠
ら
泉
下
の
人
々
を
追
思
す
る（『
魯
寮
稿
』十
五
）。

宝
暦
一
三
年
癸
未
（
一
七
六
三
）
八
六
歳
。

 

一
月
一
〇
日
、
母
鏡
月
元
照
禅
尼
の
十
七
年
忌
に
香
語
（『
魯
寮
稿
』
十

五
）。

 

二
月
一
〇
日
前
後
、
浪
華
の
蒹
葭
堂
に
和
韻
（『
魯
寮
稿
』
十
五
）。

 

こ
の
年
、
金
龍
道
人
ら
が
『
賣
茶
翁
偈
語
』
を
編
集
す
る
。
大
典
「
賣

茶
翁
伝
」、
大
潮
「
賣
茶
翁
偈
語
稿
跋
」
を
書
く
（『
魯
寮
文
集
』
下
）。

 

＊
七
月
一
六
日
、
賣
茶
翁
、
京
都
の
大
仏
の
南
、
幻
々
庵
に
て
示
寂
、

八
九
歳
（『
賣
茶
翁
偈
語
、
附
名
公
茶
器
銘
』、『
近
世
畸
人
傳
』）。

明
和
元
年
甲
申
（
一
七
六
四
）
八
七
歳
。

 

五
月
、蒹
葭
堂
の
求
め
で
「
賣
茶
翁
像
賛
」
を
書
く
（『
魯
寮
稿
』
十
六
）。

 

七
月
一
五
日
、
月
海
元
昭
小
祥
忌
辰
を
営
む
（「
香
語
」（『
魯
寮
稿
』
十

六
）。

 

八
月
二
七
日
、
肥
前
藤
津
郡
塩
田
郷
の
慈
眼
山
圓
明
禅
寺
は
先
師
化
霖

道
龍
が
最
初
に
開
創
し
た
寺
で
、
十
年
の
報
鐘
の
偈
を
記
す
（「
圓
明
寺
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報
鐘
并
序
」『
魯
寮
稿
』
十
六
）。

 

九
月
二
八
日
、
平
房
夫
の
同
月
四
日
付
け
書
簡
に
返
詩
（『
魯
寮
稿
』
十

六
）。

明
和
二
年
乙
酉
（
一
七
六
五
）
八
八
歳
。

 
三
月
一
八
日
、「
書
亀
道
哉
讀
医
断
後
」
を
書
く
（（『
魯
寮
稿
』
十
六
）。

 

初
冬
、
大
潮
が
姉
川
へ
出
て
い
る
と
き
蘭
陵
禅
師
が
甘
露
を
訪
問
し

た
。
そ
の
翌
日
跡
を
訪
ね
て
お
目
に
か
か
っ
た
。
翌
早
別
れ
て
返
韻
し

た
（『
魯
寮
稿
』
十
七
）。
一
〇
月
頃
、
姉
川
で
『
東
野
遺
稿
』
を
読
み

慷
慨
し
悲
喜
こ
も
ご
も
懐
旧
す
る
（『
魯
寮
稿
』
十
七
）。

 

一
〇
月
二
八
日
、
大
潮
の
妹
壽
印
浄
古
老
禅
尼
示
寂
、
八
三
歳
（「
夜

興
」『
魯
寮
稿
』
十
七
）。

 

一
二
月
八
日
、
医
師
江
文
伯
居
士
病
卒
を
悼
む
詩
偈
を
草
す
。
享
年
四

九
（「
薦
智
徳
院
誠
譽
文
伯
居
士
并
序
」）（『
魯
寮
稿
』
十
七
）。

 

一
二
月
晦
日
、
亀
井
道
哉
の
「
歳
晩
九
首
」
に
追
和
す
る
（『
魯
寮
稿
』

十
六
）。

明
和
三
年
丙
戌
（
一
七
六
六
）
八
九
歳
。

 

一
月
一
日
、
向
井
文
煥
（
齋
宮
）
が
来
訪
、
壽
詩
を
交
わ
す
（『
魯
寮

稿
』
十
七
）。

 

三
月
、『
英
彦
山
志
』
を
贈
ら
れ
正
應
坊
要
静
師
に
賀
詞
を
送
る
（『
魯

寮
稿
』
十
七
）。

 

四
月
五
日
、「
題
唐
詩
選
国
字
解
後
」
を
浄
写
す
（『
魯
寮
稿
』
十
七
）。

 

＊
一
〇
月
三
日
、
高
暘
谷
没
、
長
崎
の
禅
林
寺
に
葬
ら
れ
る
。
四
八
歳

（『
禅
林
寺
過
去
帳
』）。「
高
暘
谷
遺
稿
序
」（『
小
雲
棲
稿
』
巻
七
）。

明
和
四
年
丁
亥
（
一
七
六
七
）
九
〇
歳
。

 

＊
大
典
「
大
潮
和
尚
九
十
寿
序
」
を
書
く
（『
小
雲
棲
稿
』
巻
七
）。

明
和
五
年
戊
子
（
一
七
六
八
）
九
一
歳
。

 

八
月
二
二
日
、
大
潮
示
寂
。
蓮
池
の
龍
津
寺
に
葬
ら
れ
る
。
大
典
「
哭

大
潮
和
尚
」（『
小
雲
棲
稿
』
巻
三
）。

 

「
當
寺
第
三
代
大
潮
元
皓
和
尚
之
塔
」（
表
）「
昭
和
三
十
五
年
二
月
吉
日

敬
再
建　

中
島
光
次
」（
裏
）

【
主
資
料
】（
＊
そ
の
他
は
省
略
）

『
松
浦
詩
集
』
大
・
三
巻
三
冊
（
縦
27
・
2
×
横
17
・
8
㎝
）（
中
野
三
敏
旧
蔵
、
現
福
岡
大

学
図
書
館
蔵
本
）

『
魯
寮
詩
偈
』
大
・
一
冊
（
縦
27
・
1
×
横
18
・
1
㎝
）（
谷
村
為
海
蔵
本
）

『
魯
寮
文
集
』
大
・
二
巻
二
冊
（
縦
25
・
6
×
横
17
・
7
㎝
）（
谷
村
為
海
蔵
本
）

『
西
溟
余
稿
』
大
・
二
巻
二
冊
（
詩
部
）（
縦
25
・
8
×
横
17
・
8
㎝
）（
中
野
三
敏
旧
蔵
、
現

福
岡
大
学
図
書
館
蔵
本
）

『
西
溟
余
稿
』
大
・
三
巻
三
冊
（
文
部
）（
縦
26
・
2
×
横
17
・
5
㎝
）（
国
会
図
書
館
蔵
本
）

『
魯
寮
尺
牘
集
』
大
・
二
巻
二
冊
（
縦
26
・
8
×
横
17
・
8
㎝
）（
国
会
図
書
館
蔵
本
）

『
瓊
浦
游
艸
』
大
・
一
冊
（
縦
26
・
2
×
横
18
・
4
㎝
）（
旧
・
長
崎
県
立
図
書
館
、
現
長
崎

歴
史
文
化
博
物
館
蔵
本
）

『
魯
寮
稿
』
大
・
十
七
巻
十
七
冊
（
縦
26
・
3
×
18
・
2
㎝
）（
慶
応
義
塾
大
学
・
斯
道
文
庫

蔵
本
）

【
主
参
考
文
献
】

『
背
振
山
と
栄
西
／
大
潮
と
売
茶
翁
』
川
頭
芳
雄
（
一
九
七
四
年
三
月
刊
、
自
家
版
）

『
売
茶
翁
集
成
』
谷
村
為
海
・
淡
川
康
一
・
福
山
朝
丸
（
一
九
七
六
年
十
一
月
刊
、主
婦
の
友
社
）

『
近
世
日
本
に
於
け
る
支
那
俗
語
文
学
史
』
石
崎
又
造
（
一
九
六
七
年
九
月
刊
、
清
水
弘
文
堂

書
房
）

『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』
平
石
直
昭
（
一
九
八
四
年
五
月
刊
、
平
凡
社
）

『
京
都
藝
苑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
高
橋
博
巳
（
一
九
八
八
年
五
月
刊
、
ぺ
り
か
ん
社
）
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『
江
戸
の
バ
ロ
ッ
ク
／
徂
徠
学
の
周
辺
』
高
橋
博
巳
（
一
九
九
一
年
五
月
刊
、
ぺ
り
か
ん
社
）

『
江
戸
漢
詩
選
５
「
僧
門
」』
末
木
文
美
士
・
堀
川
貴
司
（
一
九
九
六
刊
、
岩
波
書
店
）

拙
稿
「
高
階
暘
谷
―
そ
の
風
貌
と
逸
詩
―
」（『
活
水
日
文
』
二
二
号
、一
九
九
一
年
三
月
刊
）

同　
「『
瓊
浦
遊
草
』
の
世
界
―
大
潮
元
皓
の
長
崎
滞
在
―
」（『
雅
俗
』
創
刊
号
、一
九
九
四

年
二
月
刊
）

『
福
岡
藩
儒
竹
田
春
庵
宛
書
簡
集
』
川
平
敏
文
・
大
庭
卓
也
・
菱
岡
憲
司
編
、
二
〇
〇
九
年
五

月
刊
、
雅
俗
の
会
）

＊ 

な
お
大
潮
・
売
茶
翁
の
主
要
作
品
を
収
載
・
訓
読
す
る
大
冊
『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
九

編
第
二
巻
（
高
橋
博
巳
編
、
二
〇
一
九
年
三
月
刊
）
が
出
た
が
、
本
稿
で
は
参
照
す
る
時

間
を
十
分
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
後
考
に
委
ね
た
い
。

【
付
記
】

本
稿
は
「
大
潮
元
皓
の
生
涯
―
言
語
生
活
を
中
心
に
―
」
と
題
し
て
平
成
一
八
年
（
二

〇
〇
六
）
年
六
月
十
一
日
（
日
）、
日
本
近
世
文
学
会
（
於
、
専
修
大
学
文
学
部
）
で
口
頭
発

表
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
で
は
大
潮
年
譜
と
唐
話
を
介
す
る
言
語
活
動
、
古
文
辞
的
思
潮

と
詩
作
に
つ
い
て
も
触
れ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
考
を
期
す
つ
も
り
で
あ
る
。

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
故
谷
村
為
海
氏
、
中
野
三
敏
先
生
に
は
ご
所
蔵
資
料
の
閲
覧
と
ご

教
示
を
忝
く
し
た
。
衷
心
よ
り
の
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
史
・
資
料
閲
覧
の
便
宜
を
は
か
ら
れ
た
公
私
の
図
書
館
、
文
庫

等
各
機
関
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
井
上
敏
幸
氏
に
は
大
潮
、
売
茶
翁
ゆ
か
り
の
地
の
調
査
・
探
訪
に
つ
き
懇
切
な
案
内

を
た
ま
わ
っ
た
。
併
せ
て
学
恩
に
深
謝
致
し
ま
す
。


